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山梨県神社庁報
11月３日　文化の日
11月23日　勤労感謝の日
12月23日　天皇誕生日
１月１日　元日
１月９日　成人の日

祝

祭
日に
は国旗を掲げましょう

（
午
後
一
時
三
十
分
）

次
　
　
第

第
一
部
　
物
故
神
職
総
代
慰
霊
祭

（
午
後
一
時
〇
〇
分
）

一
、
諸
員
著
席

一
、
斎
主
以
下
祭
員
著
席

一
、
修
　
　
祓（

一
同
起
立
低
頭
）

一
、
斎
主
降
霊
の
儀
を
奉
仕
す
　
　
　

（
一
同
起
立
低
頭
）

一
、
神
饌
を
供
す
　
　
　
　
　
　
　
　

（
此
の
間
奏
楽
）

一
、
斎
主
祭
詞
を
奏
す
　
　
　
　
　
　

（
一
同
起
立
低
頭
）

一
、
玉
串
奉
奠

一
、
神
饌
を
撤
す
　
　
　
　
　
　
　
　

（
此
の
間
奏
楽
）

一
、
斎
主
昇
霊
の
儀
を
奉
仕
す
　
　
　

（
一
同
起
立
低
頭
）

一
、
斎
主
以
下
祭
員
退
下

第
二
部
　
式
　
　
典

一
、
開
式
の
辞

一
、
神
宮
遙
拝

一
、
国
歌
斉
唱

一
、
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和

一
、
庁
長
式
辞

一
、
総
代
会
長
挨
拶

一
、
神
社
庁
並
総
代
会
庁
務
報
告

一
、
神
社
功
績
者
表
彰

一
、
祝
　
　
辞

神
社
本
庁
統
理

神
宮
大
宮
司
　
他

一
、
被
表
彰
者
謝
辞

一
、
宣
　
　
言

一
、
聖
寿
萬
歳

一
、
閉
式
の
辞

山
梨
県
神
社
庁
設
立
七
十
周
年
記
念

平
成
二
十
八
年
度
神
社
関
係
者
大
会

開会式 鏡開き 
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霜
降
の
時
節
を
迎
え
た
今
日
の
佳

日
に
神
職
、
総
代
を
始
め
県
下
の
氏

子
、
崇
敬
者
各
位
に
ご
参
列
賜
り
、

「
平
成
二
十
八
年
山
梨
県
神
社
関
係

者
大
会
並
び
に
山
梨
県
神
社
庁
設
立

七
十
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
致
し

ま
し
た
処
、
神
社
本
庁
統
理
殿
、
神

宮
大
宮
司
殿
、
神
道
政
治
連
盟
会
長

殿
を
始
め
多
数
の
御
来
賓
の
ご
臨
席

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

又
ご
参
列
賜
り
ま
し
た
関
係
者
各

位
に
は
、
斯
界
の
為
に
常
日
頃
ご
尽

力
頂
い
て
お
り
ま
す
事
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。

本
年
二
月
の
臨
時
評
議
員
会
に
於

い
て
、
庁
長
再
任
の
決
議
を
頂
き
ま

し
た
。
今
後
三
年
間
一
意
専
心
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の

お
力
添
え
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

畏
く
も
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
お

か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
天
機
愈
々
麗

し
く
日
々
公
務
に
あ
た
り
精
励
遊
ば

さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
慶
賀
に
堪

え
な
い
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。
本
年

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
へ
先
の
大
戦

で
散
華
さ
れ
た
戦
没
者
の
英
霊
に
哀

悼
の
意
を
表
さ
れ
、
又
、
熊
本
県
を

中
心
と
す
る
地
震
の
御
見
舞
に
も
い

ち
早
く
行
幸
啓
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
大
御
心
を
拝
す
る
こ
と

は
、
寔
に
恐
懼
に
堪
え
ま
せ
ん
。

本
宗
と
仰
ぎ
ま
す
神
宮
に
あ
り
ま

し
て
は
、
伊
勢
・
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
各
国
の
首
脳
が
参
拝
さ

れ
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し
ま
れ

ま
し
た
。
伊
勢
の
地
が
注
目
さ
れ
た

こ
の
契
機
に
神
社
神
道
に
対
す
る
一

層
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い

た
し
ま
す
。
又
、
今
夏
は
暑
さ
厳
し

き
折
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
参
宮

者
が
訪
れ
た
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま

す
。
神
宮
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
証
で
す
。
日
本
人
の
心
の
興
隆
に

期
待
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
山
梨
県
神
社
庁
設
立
七
十

周
年
を
迎
え
た
佳
節
の
御
年
で
あ
り

ま
す
。
戦
後
混
沌
と
し
て
い
る
時
代

背
景
の
な
か
、
宗
教
法
人
と
し
て
歩

み
始
め
ま
し
た
。
正
に
先
人
達
の
苦

労
と
努
力
が
次
の
世
に
、
次
の
世
に

と
引
き
継
が
れ
た
証
し
だ
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
思
い
を
思
う
時

に
、
今
、
神
社
関
係
者
が
為
さ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
を
問
う
こ
と

が
肝
心
と
感
じ
、
記
念
事
業
と
し
て

根

津

泰

昇

庁
長

式
　
　
　
辞

三
つ
の
事
業
を
計
画
い
た
し
ま
し

た
。一

つ
は
、『
神
社
を
知
ろ
う
』
の

企
画
で
す
。
去
る
八
月
六
日
、
七
日

の
二
日
間
実
施
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
三
千
人
近
い
来
場
者
を
迎
え
、
大

い
に
盛
り
上
が
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
教
化
委
員
会
主
催
の
緑
陰
子
供

会
に
も
県
下
か
ら
五
十
人
を
超
え
る

参
加
者
で
意
義
有
る
緑
陰
子
供
会
で

有
り
ま
し
た
。
藤
村
記
念
館
で
は
神

宮
の
紹
介
パ
ネ
ル
、
庁
報
「
か
い
が

ね
」
の
表
紙
パ
ネ
ル
を
展
示
、
大
勢

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
神
職
、

巫
女
体
験
は
非
常
に
人
気
を
博
し
、

体
験
者
希
望
が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
企
画
を
通
し
神
社
文
化

に
親
し
ん
で
頂
け
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
関
係
者
各
位
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

第
二
は
、
本
日
開
催
さ
れ
て
お
り

ま
す
山
梨
県
神
社
関
係
者
大
会
並
び

に
山
梨
県
神
社
庁
設
立
七
十
周
年
記

念
大
会
で
す
。
五
年
毎
の
記
念
大
会

で
有
り
ま
す
の
で
意
義
有
る
大
会
に

な
る
こ
と
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。

第
三
は
、
不
活
動
神
社
対
策
委
員

会
の
強
化
で
す
。
県
内
に
は
二
百
社

を
超
え
る
不
活
動
神
社
が
存
続
し
て

お
り
ま
す
。
法
人
売
買
な
ど
の
犯
罪

に
利
用
さ
れ
る
事
も
危
惧
さ
れ
ま

す
。
ま
た
御
祭
神
に
対
し
信
仰
と
祭

祀
の
厳
修
を
損
な
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
問
題
解
決
に
は

当
該
神
社
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

斯
界
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
問
題
で

あ
り
ま
す
。
神
社
庁
設
立
七
十
周
年

記
念
事
業
で
、
将
来
を
見
据
え
継
続

事
業
と
し
て
強
化
し
て
参
り
ま
す
の

で
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

設
立
七
十
周
年
記
念
事
業
の
全
て

を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
作
成
し
、
完
成
後
各
支

部
に
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
次
世
代
に
残
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

神
宮
大
麻
に
つ
き
ま
し
て
は
、
神

宮
よ
り
『
努
力
を
認
め
ら
れ
た
神
社

庁
』
と
し
て
表
彰
の
栄
に
浴
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
偏
に
関
係
者
各
位
の
ご

努
力
の
賜
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
こ
の
表
彰
を
励
み
に
、

都
市
部
対
策
に
全
力
を
傾
け
て
参
り

ま
す
の
で
関
係
者
各
位
に
は
厚
い
ご

努
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

設
立
七
十
周
年
を
機
に
私
達
神
社

関
係
者
が
、
い
ま
何
が
出
来
る
か
、

神
社
の
杜
か
ら
何
が
発
信
で
き
る

か
、
次
の
時
代
に
何
を
継
承
で
き
る

か
考
え
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ど
う
か
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
賜
り
た

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
本
日
表
彰

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
方
々
は
常
日

頃
神
明
奉
仕
に
携
わ
れ
て
い
ら
し
ゃ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。
衷
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
今
後
の
ご
活
躍
、
ご

健
勝
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
式
辞
と
い

た
し
ま
す
。
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本
日
「
平
成
二
十
八
年
山
梨
県
神

社
関
係
者
大
会
並
び
に
山
梨
県
神
社

庁
設
立
七
十
周
年
記
念
式
典
」
に
県

下
各
地
よ
り
、
神
職
、
総
代
、
氏
子
、

崇
敬
者
各
位
の
ご
参
集
を
頂
き
、
な

お
神
社
本
庁
統
理
殿
、
神
宮
大
宮
司

殿
を
始
め
、
国
会
、
県
議
会
、
市
町

村
議
会
、
神
社
関
係
団
体
代
表
の
皆

様
方
の
ご
臨
席
を
賜
り
有
難
う
ご
座

居
ま
す
。

皆
様
方
に
は
日
頃
は
神
社
界
の
た

め
ご
尽
力
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
篤

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

畏
く
も
天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
八
月
八
日
録
画
ビ
デ
オ
を
通

し
て
で
は
ご
座
居
ま
す
が
、
軛
天
皇

の
お
務
め
軣
と
し
て
、
何
よ
り
も
、

国
、
国
民
の
安
寧
と
幸
せ
を
考
え
ら

れ
、
同
時
に
事
に
あ
た
っ
て
は
、
時

と
し
て
人
々
の
傍
ら
に
立
ち
、
そ
の

声
に
耳
を
傾
け
、
思
ひ
に
寄
り
添
ふ

こ
と
が
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
こ
ら

れ
た
こ
と
に
お
触
れ
に
な
ら
れ
、
責

任
の
重
さ
と
、
国
民
を
思
う
お
気
持

の
深
さ
と
、
な
お
将
来
に
対
し
て
の

思
い
の
ま
ま
を
語
ら
れ
る
お
姿
に
、

万
感
胸
に
迫
る
思
い
で
ご
座
居
ま
し

た
。
天
皇
家
の
彌
栄
と
、
天
皇
、
皇

后
陛
下
の
お
健
や
か
な
ら
ん
こ
と

を
、
こ
ゝ
ろ
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

七
月
に
実
施
さ
れ
た
参
議
院
議
員

選
挙
に
於
い
て
与
党
は
両
院
で
三
分

の
二
の
議
席
を
超
え
ま
し
た
。
野
党

も
一
部
を
徐
き
、
憲
法
改
正
に
つ
い

て
議
論
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
姿
勢
が

見
ら
れ
、
更
に
世
論
を
盛
上
げ
て
参

る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。

今
日
の
日
本
の
平
和
は
ア
メ
リ
カ

に
頼
り
守
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
状
況

が
い
つ
ま
で
続
く
か
、
自
力
防
衛
を

如
何
と
す
る
か
。
あ
の
不
戦
国
家
を

宣
言
し
て
お
る
ス
イ
ス
で
さ
え
国
境

は
強
固
な
要
塞
で
守
り
、
国
家
予
算

の
三
分
の
一
を
か
け
攻
め
は
し
な
い

が
、
攻
め
ら
れ
ば
戦
う
軍
隊
を
要
し
、

主
要
国
は
世
界
の
状
勢
に
対
し
、
国

民
の
た
め
の
憲
法
改
正
を
推
め
て
お

り
、
国
土
を
守
り
国
民
が
安
心
し
て

生
活
の
出
来
得
る
改
正
を
確
り
と
考

え
て
参
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

三
年
目
に
な
り
ま
す
国
旗
掲
揚
推

進
運
動
も
、
徐
々
で
は
あ
り
ま
す
が

掲
揚
さ
れ
る
数
は
増
え
つ
ゝ
あ
り
、

熱
心
な
方
が
お
ら
れ
る
地
域
は
特
に

成
果
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
年
は

総
代
会
と
し
て
軛
祝
祭
日
に
は
国
旗

を
揚
げ
よ
う
軣
と
の
軛
ノ
ボ
リ
軣
を
作

り
各
支
部
に
頒
布
し
ま
し
た
。
活
用

願
い
度
い
と
思
い
ま
す
。
引
続
い
て

次
年
度
も
頒
布
し
て
参
り
ま
す
。

去
る
五
月
神
社
本
庁
の
役
員
会
に

於
い
て
平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
、
軛
国
旗
掲
推
進
し
よ
う
軣
を
決

議
さ
れ
、
神
社
庁
に
そ
の
た
め
の
委

員
会
も
設
立
さ
れ
、
全
国
的
に
掲
揚

推
進
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
日

お
集
り
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
の
運
動

に
ご
参
加
下
さ
い
。
先
ず
は
我
家
か

ら
で
す
。
特
に
壇
上
の
先
生
方
、
お

手
本
を
お
示
し
戴
き
た
く
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

設
立
七
十
周
年
記
念
事
業
（
不
活

動
神
社
対
策
事
）
大
変
で
大
切
な
事

業
で
あ
り
ま
す
。
過
疎
化
、
少
子
高

齢
化
に
依
る
影
響
を
受
け
、
例
祭
、

地
域
の
祭
も
催
行
さ
れ
な
い
神
社

が
、
県
に
よ
り
ま
す
と
二
百
社
あ
り
、

法
人
で
あ
る
が
故
に
売
買
に
よ
り
犯

罪
に
利
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

予
備
軍
が
数
多
く
予
想
さ
れ
、
宮

司
も
総
代
も
、
い
な
い
神
社
で
は
法

人
解
消
に
必
要
な
決
議
証
も
添
え
ら

れ
ず
、
な
ほ
諸
費
用
の
捻
出
も
難
し

い
。
神
社
庁
と
し
て
も
こ
の
難
題
に

対
し
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
神
社
本
庁
よ
り
指
定
県

と
し
て
の
ご
支
援
を
も
得
て
推
め
て

参
り
ま
す
。
総
代
会
と
し
て
も
、
百

周
年
に
向
け
て
、
共
助
、
互
助
の
精

神
の
も
と
、
諸
費
用
の
協
賛
を
し
て

参
り
度
い
、
総
代
各
位
に
お
か
れ
て

は
ご
理
解
の
上
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

中

込

豊

秋

山
梨
県
神
社
総
代
会

創
立
七
十
周
年
に
寄
せ
て

会
長

 

敬
神
生
活
の
綱
領 

 
　
神
道
は
天
地
悠
久
の
大
道
で

あ
っ
て
、
崇
高
な
る
精
神
を
培

ひ
、
太
平
を
開
く
の
基
で
あ
る
。 

　
神
慮
を
畏
み
祖
訓
を
つ
ぎ
、

い
よ
い
よ
道
の
精
華
を
発
揮
し
、

人
類
の
福
祉
を
増
進
す
る
は
、

使
命
を
達
成
す
る
所
以
で
あ
る
。 

　
こ
こ
に
こ
の
綱
領
を
か
か
げ

て
向
う
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
、

実
践
に
つ
と
め
て
以
て
大
道
を

宣
揚
す
る
こ
と
を
期
す
る
。 

 

一
、
神
の
恵
み
と
祖
先
の
恩

と
に
感
謝
し
、
明
き
清

き
ま
こ
と
を
以
て
祭
祀

に
い
そ
し
む
こ
と 

 

一
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に

奉
仕
し
、
神
の
み
こ
と

も
ち
と
し
て
世
を
つ
く

り
固
め
成
す
こ
と 

 

一
、
大
御
心
を
い
た
だ
き
て

む
つ
び
和
ら
ぎ
、
国
の

隆
昌
と
世
界
の
共
存
共

栄
と
を
祈
る
こ
と 



事
　
　
業

１
、
神
宮
大
麻
奉
斎
推
進

２
、
神
宮
参
宮
運
動
促
進

３
、
神
殿
三
大
祭
斎
行

４
、
神
宮
新
穀
感
謝
祭
奉
賛

６
、
北
方
領
土
返
還
運
動
継
続

７
、
各
種
研
修

イ
、
現
任
神
職
研
修
会

ロ
、
総
代
研
修
会

ハ
、
雅
楽
研
修
会

ニ
、
関
東
地
区
中
堅
神
職
研
修

会

ホ
、
女
子
神
職
研
修
会

ヘ
、
浦
安
の
舞
研
修
会

ト
、
初
任
神
職
研
修
会

８
、
一
都
七
県
神
社
庁
連
合
会
諸

会
議

９
、
一
都
七
県
神
社
庁
連
合
会
当

番
県

10
、
国
旗
掲
揚
運
動
推
進

11
、
金
品
寄
付
者
顕
彰

12
、
神
政
連
活
動
に
協
力

13
、
神
社
奉
護
運
動
推
進

14
、
日
本
会
議
活
動
に
協
力

15
、
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る

山
梨
県
民
の
会
活
動
に
協
力

16
、
郷
土
暦
編
纂
配
布

17
、
庁
報
「
か
ひ
が
ね
」
年
四
回

発
行

18
、
山
梨
県
神
社
庁
設
立
七
十
周

年
記
念
事
業

イ
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
神
社
を

知
ろ
う
」
の
開
催

ロ
、
記
念
大
会
の
開
催

ハ
、
不
活
動
神
社
対
策
事
業

の
展
開

神
社
本
庁
統
理
の
承
認
を
申

請
し
た
神
社

東
山
梨

大
嶽
山
那
賀
都
神
社

境
内
地
模
様
替

東
八
代

淺
間
神
社

境
内
地
模
様
替

淺
間
神
社

境
内
地
模
様
替

峡
中

諏
訪
神
社

財
産
処
分

峡
北

八
幡
大
神
社

財
産
処
分

諏
訪
神
社

主
要
建
物
改
築

原
山
神
社

主
要
建
物
改
築

武
田
八
幡
宮

財
産
処
分

南
都
留

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社

建
物
新
築

山
之
神
社

財
産
処
分

小
野
熊
野
神
社

主
要
建
物
改
築

諏
訪
神
社

主
要
建
物
改
築

漣
神
社

境
内
地
模
様
替

漣
神
社

主
要
建
物
改
築

生
出
神
社

財
産
処
分

生
出
神
社

境
内
地
模
様
替

北
都
留

福
地
八
幡
神
社

財
産
処
分

金
山
神
社

財
産
処
分

諏
訪
神
社

財
産
処
分

神
社
本
庁
規
程
表
彰

稲
積
神
社
宮
司

根
津
　
泰
昇

武
田
神
社
権
禰
宜

土
橋
　
俊
彦

小
室
浅
間
神
社
宮
司

渡
邊
平
一
郎

淺
間
神
社
役
員

笠
井
　
義
仁

神
社
庁
規
程
表
彰

武
田
神
社
権
禰
宜

関

宣

朝
気
熊
野
神
社
禰
宜

渡

ち
さ

山
梨
縣
護
國
神
社
禰
宜

羽
中
田
康
司

愛
宕
神
社
権
禰
宜

福
田
　
恵
介

古
宮
太
神
社
宮
司

野

英
夫

両
之
木
八
幡
宮
権
禰
宜

古
屋
　
有
恒

十
五
所
神
社
宮
司

篠
原
　
敬
逸

小
室
浅
間
神
社
宮
司

宮
下
　
重
範

国
母
熊
野
神
社
相
談
役

萩
原
　
幸
雄

戸
藏
神
社
役
員

堀
内
　
文
藏

神
宮
大
麻
頒
布
優
良
者
表
彰

優
秀
支
部
　

東
八
代
支
部

北
都
留
支
部

特
別
表
彰
頒
布
優
良
奉
仕
者

若
宮
八
幡
宮
宮
司

藤
原
　
武
男

頒
布
優
良
奉
仕
者
（
神
職
）

甲
斐
奈
神
社
宮
司

原
　
玄
承

住
吉
神
社
宮
司

志
村
　
幹
人

朝
気
熊
野
神
社
宮
司

渡

昌
惠

元
宮
住
吉
神
社
宮
司

花
形
　
　
豊

山
梨
岡
神
社
宮
司

中
村
　
　
司

穂
見
神
社
宮
司

貝
瀬
　
精
明

十
五
所
神
社
宮
司

篠
原
　
敬
逸

若
宮
八
幡
神
社
宮
司

金
子
　
雄
紀

冨
士
山
小
御
嶽
神
社
禰
宜

小
佐
野
正
崇

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
権
禰
宜

丹
澤
　
　
稜

頒
布
優
良
奉
仕
者
（
総
代
）

穴
切
大
神
社
総
代

青
柳
　
一
男

下
飯
田
八
幡
神
社
総
代

河
野
　
隆
昭

朝
気
熊
野
神
社
責
任
役
員

鎌
田
　
　
茂

頒
布
優
良
奉
仕
団
体

玉
諸
神
社

玉
諸
神
社
総
代
会

全
国
神
社
総
代
会
規
程
表
彰

金
櫻
神
社
責
任
役
員

駒
井
　
賢
一

戸
藏
神
社
責
任
役
員

堀
内
　
文
藏

山
梨
県
神
社
総
代
会
規
程
表
彰

石
和
八
幡
宮
総
代
会
長

深
澤
　
孝
行

弓
削
神
社
副
総
代
長

村
松
　
正
徳

弓
削
神
総
代

網
倉
　
　
計

弓
削
神
社
総
代

村
松
　
久
中

弓
削
神
社
総
代

秋
山
　
詔
樹

弓
削
神
社
総
代

青
沼
　
克
久

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

庁
　
務
　
報
　
告

庁
　
務
　
報
　
告

弓
削
神
社
総
代

遠
藤
　
公
夫

蹴
裂
神
社
責
任
役
員

堀
口
　
哲
雄

熊
野
神
社
責
任
役
員

青
沼

三

笠
屋
神
社
総
代
会
長

小
澤
　
照
彦

松
尾
神
社
総
代
会
長

清
水
　
泰
三

諏
訪
神
社

万
　
栄
　
会

【
新
任
神
職
】

山
神
社
権
禰
宜

矢
嶋
喜
久
治

山
梨
岡
神
社
禰
宜

土
屋
　
裕
毅

大
嶽
山
那
賀
都
神
社
権
禰
宜

荻
原
　
由
貴

愛
宕
神
社
権
禰
宜

小
山
　
哲
誉

【
昇
任
神
職
】

福
地
八
幡
神
社
宮
司

堤
　
　
正
宏

山
神
社
禰
宜

濱
　
　
武
尊

稲
積
神
社
禰
宜

根
津
　
佳
明

【
本
務
替
神
職
】

稲
積
神
社
権
禰
宜

渡
辺
　
　
僚

五
所
大
神
社
宮
司

稲
葉
　
和
仁

【
帰
幽
神
職
】

三
社
諏
訪
神
社
名
誉
宮
司

成
沢
　
正
近

白
山
神
社
宮
司

窪
坂
　
　
満

笠
屋
神
社
宮
司

野
中
　
　
陽

武
田
神
社
権
禰
宜

土
橋
　
俊
彦

【
退
職
神
職
】

諏
訪
神
社
宮
司

山
本
　
千
杉
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平
成
二
七
年

一
〇
・
　
一

一
〇
・
　
五

一
〇
・
一
六

一
〇
・
二
〇

一
〇
・
二
二

一
〇
・
二
八

一
一
・
　
一

一
一
・
　
四

一
一
・
　
六

一
一
・
　
七

一
一
・
一
六

〜
一
七

一
一
・
二
〇

一
二
・
　
一

一
二
・
　
九

平
成
二
八
年

一
・
　
一

一
・
一
三

一
・
二
八

二
・
　
一

二
・
　
四

〜
六

二
・
一
〇

二
・
一
一

神
殿
月
次
祭
斎
行

山
梨
縣
護
國
神
社
例

祭
献
幣
使
参
向

甲
府
支
部
支
部
神
宮

大
麻
暦
頒
布
始
祭
斎

行東
山
梨
支
部
神
宮
大

麻
暦
頒
布
始
祭
斎
行

南
都
留
支
部
神
宮
大

麻
頒
布
始
祭
斎
行

峡
中
支
部
神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

北
都
留
支
部
神
宮
大

麻
暦
頒
布
始
祭
斎
行

峡
北
支
部
神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
祭
斎
行

東
八
代
支
部
神
宮
大

麻
暦
頒
布
始
祭
斎
行

神
宮
新
穀
感
謝
祭
参

拝
旅
行

神
殿
新
嘗
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

淺
間
神
社
御
鎮
座
一

一
五
〇
年
大
祭
献
幣

使
参
向

神
殿
歳
旦
祭
斎
行

神
社
庁
車
庫
屋
根
工

事
地
鎮
祭

神
殿
例
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
宮
初
ま
い
り

神
殿
祈
年
祭
斎
行

山
梨
縣
護
國
神
社
紀

三
・
　
一

三
・
　
五

三
・
　
六

三
・
二
一

四
・
　
一

四
・
　
三

四
・
　
五

四
・
一
二

四
・
二
二

四
・
二
三

四
・
二
五

五
・
　
一

五
・
　
三

五
・
　
五

六
・
　
一

七
・
　
一

八
・
　
一

八
・
　
六

八
・
　
七

元
祭
参
列

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
宮
大
麻
頒
布
終
了

祭
参
列

神
政
連
東
日
本
大
震

災
慰
霊
祭
参
列

神
政
連

國
神
社

参
拝
旅
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

橿
原
神
宮
神
武
天
皇

二
六
〇
〇
年
大
祭
参

列山
梨
縣
護
國
神
社
例

祭
参
列

武
田
神
社
例
祭
献
幣

使
参
向

役
員
就
任
奉
告
祭
斎

行�
國
神
社
春
季
例
大

祭
参
列

河
口
浅
間
神
社
例
祭

献
幣
使
参
向

神
殿
月
次
祭
斎
行

稲
積
神
社
例
祭
参
列

北
口
本
宮
冨
士
浅
間

神
社
例
祭
献
幣
使
参

向神
殿
月
次
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
殿
月
次
祭
斎
行

神
社
庁
設
立
七
〇
周

年
記
念
事
業
「
神
社

を
知
ろ
う
」
開
会
奉

告
祭
斎
行

神
社
庁
設
立
七
〇
周

年
記
念
事
業
「
神
社

を
知
ろ
う
」
終
了
奉

告
祭
斎
行

八
・
一
五

八
・
二
六

九
・
　
一

九
・
　
四

九
・
一
七

九
・
一
九

九
・
二
二

九
・
二
三

九
・
二
四

平
成
二
七
年

一
〇
・
　
五

一
〇
・
　
五

〜
六

一
〇
・
　
五

〜
七

一
〇
・
　
九

一
〇
・
二
〇

一
〇
・
二
一

一
〇
・
二
二

一
〇
・
二
六

一
〇
・
三
〇

山
梨
縣
護
國
神
社
戦

没
者
追
悼
式
参
列

北
口
本
宮
冨
士
浅
間

神
社
鎮
火
祭
（
吉
田

の
火
祭
り
）
参
列

神
殿
月
次
祭
斎
行

牛
倉
神
社
例
祭
献
幣

使
参
向

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始

祭
参
列

小
室
浅
間
神
社
例
祭

献
幣
使
参
向

山
縣
神
社
例
祭
献
幣

使
参
向

神
社
庁
神
宮
大
麻
並

暦
頒
布
始
祭
斎
行

峡
南
支
部
神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
祭
斎
行

神
政
連
県
本
部
常
任

委
員
会

庁
祭
式
講
師
研
究
会

（
神
社
本
庁
）

青
少
年
対
策
研
修
会

（
清
泉
寮
）

庁
報
委
員
会

細
川
護
貞
を
偲
ぶ
会

（
東
京
大
神
宮
）

神
社
本
庁
評
議
員
会

（
神
社
本
庁
）、
関
東

甲
信
越
静
地
区
宗
教

法
人
実
務
研
修
会

（
一
橋
大
学
一
橋
講

堂
）

南
都
留
支
部
神
社
関

係
者
大
会
（
ハ
イ
ラ

ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
）

役
員
会

山
梨
県
神
社
関
係
者

大
会
（
山
梨
県
民
文

一
一
・
　
五

一
一
・
　
九

一
一
・
一
〇

一
一
・
一
二

一
一
・
一
六

〜
一
七

一
一
・
二
〇

一
一
・
二
四

一
一
・
二
六

一
一
・
三
〇

一
二
・
　
二

〜
三

一
二
・
　
四

一
二
・
　
八

一
二
・
一
四

一
二
・
一
七

平
成
二
八
年

一
・
　
七

一
・
　
八

一
・
一
二

一
・
一
六

一
・
二
二

一
・
二
三

一
・
二
五

化
ホ
ー
ル
）

世
界
連
邦
平
和
促
進

全
国
宗
教
者
信
仰
者

会
（
富
士
吉
田
）

明
野
中
学
校
神
道
講

演
（
明
野
中
学
校
）

憲
法
改
正
武
道
館
大

会
（
武
道
館
）

一
都
七
県
神
社
庁
長

会
（
明
治
記
念
館
）

新
穀
感
謝
祭
（
五
八

二
名
）

表
彰
委
員
会
、
役
員
会

国
旗
掲
揚
推
進
委
員

会
、
議
案
審
議
委
員

会
、
神
政
連
地
方
議

員
懇
談
会

教
化
委
員
会

庁
報
委
員
会

全
国
教
化
会
議
（
神

社
本
庁
）

不
活
動
法
人
対
策
会

議（
都
道
府
県
会
館
）

峡
北
支
部
・
峡
北
神

社
総
代
会
年
末
合
同

会
議
（
魚
光
会
館
）

議
案
審
議
委
員
会
、

役
員
会
、
役
員
納
会

庁
報
委
員
会

神
政
連
常
任
委
員
会

庁
報
委
員
会

甲
府
支
部
神
職
初
会

（
稲
積
神
社
参
集

殿
）、
南
都
留
支
部

神
職
初
会
（
花
水
庭

お
お
や
）

東
八
代
支
部
新
年
互

礼
会
（
淺
間
神
社
）

峡
中
支
部
初
会
（
平

見
城
本
店
）

役
員
会
、
役
員
初
会

甲
府
支
部
神
職
総
代

一
・
二
六

一
・
二
八

二
・
　
四

〜
六

二
・
　
四

〜
七

二
・
　
五

二
・
　
七

二
・
一
〇

二
・
一
六

二
・
二
二

二
・
二
五

二
・
二
六

二
・
二
九

〜
三
・
四

三
・
　
三

〜
四

合
同
初
会
（
ベ
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
）

峡
北
支
部
神
職
・
総

代
合
同
会
議
（
清
水

屋
旅
館
）

神
職
初
会
、
神
政
連

常
任
委
員
会
、
祭
式

講
師
打
合
せ

神
宮
初
参
り

神
道
政
治
連
盟
第
二

十
回
海
外
研
修
並
び

に
代
十
四
回
時
局
対

策
連
絡
会
議
（
フ
ィ

リ
ピ
ン
共
和
国
）

北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
（
甲
府
駅
）

北
方
領
土
返
還
要
求

全
国
大
会
（
日
比
谷

公
会
堂
）

役
員
会

山
梨
県
神
社
庁
臨
時

協
議
員
会
、
神
政
連

山
梨
県
本
部
臨
時
代

議
員
会
、
山
梨
県
神

社
総
代
会
臨
時
評
議

員
会

一
都
七
県
神
社
庁
連

合
会
総
会
（
ホ
テ
ル

鐘
山
苑
）

東
山
梨
支
部
・
東
八

代
支
部
合
同
祭
式
研

修
会

国
旗
掲
揚
推
進
委
員

会一
都
七
県
神
社
庁
連

合
会
中
堅
神
職
研
修

会
（
甲
）（
明
治
神

宮
）

神
宮
大
麻
暦
頒
布
向

上
計
画
研
修
会
（
神

宮
会
館
）

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

庁
　
務
　
日
　
誌
　
抄

庁
　
務
　
日
　
誌
　
抄

祭
　
儀
　
関
　
係
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神
社
本
庁
・
神
社
庁
・
神
政
連
・
総
代
会



会
（
牧
丘
総
合
会

館
）、
神
政
連
山
梨

県
本
部
地
方
議
員
懇

談
会
監
査

神
政
連
山
梨
県
本
部

地
方
議
員
懇
談
会
総

会
（
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ

ク
）

東
八
代
支
部
夏
季
研

修
会
（
淺
間
神
社
）

日
本
会
議
役
員
会
、

美
し
い
日
本
の
憲
法

を
つ
く
る
山
梨
県
民

の
会
監
査

山
梨
県
神
道
雅
楽
会

一
日
研
修
会
、
庁
報

委
員
会

神
社
本
庁
役
員
会

（
神
社
本
庁
）

顧
問
参
与
会

日
本
会
議
総
会
、
美

し
い
日
本
の
憲
法
を

つ
く
る
山
梨
県
民
の

会
総
会
、
美
し
い
日

本
の
憲
法
を
つ
く
る

国
民
の
会
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
（
甲
府
駅
前
）

神
宮
大
麻
暦
頒
布
秋

季
推
進
会
議
（
神
宮

会
館
）、
伊
勢
神
宮

崇
敬
会
地
方
本
部
事

務
局
長
会
（
神
宮
会

館
）、
皇
室
普
及
委

員
会
（
神
宮
会
館
）、

神
社
庁
長
懇
話
会

（
神
宮
会
館
）

神
社
庁
長
会
（
神
宮

司
庁
）

表
彰
委
員
会
、
役
員

会全
国
神
社
総
代
会
大

会
（
秋
田
県
）

庁
報
委
員
会

三
・
　
五

三
・
　
六

三
・
　
八

〜
一
〇

三
・
一
〇

〜
一
一

三
・
一
一

三
・
一
四

三
・
一
五

〜
一
六

三
・
一
六

三
・
二
二

三
・
二
三

三
・
二
八

〜
二
九

三
・
二
九

三
・
三
一

四
・
　
六

四
・
　
七

四
・
一
八

〜
一
九

四
・
一
九

四
・
一
九

〜
二
〇

四
・
二
〇

四
・
二
一

四
・
二
二

四
・
二
八

五
・
　
八

五
・
一
二

五
・
一
七

五
・
一
八

五
・
一
九

五
・
二
〇

五
・
二
一

五
・
二
三

五
・
二
三

〜
二
八

五
・
二
五

五
・
三
〇

六
・
　
二

六
・
　
三

六
・
　
七

六
・
　
九

〜
一
〇

六
・
一
〇

六
・
一
三

六
・
一
四

六
・
一
五

六
・
一
五

〜
一
六

六
・
一
八

六
・
二
〇

六
・
二
二

六
・
二
四

六
・
二
六

六
・
二
七

六
・
二
八

六
・
二
九

神
宮
大
麻
暦
頒
布
春

季
推
進
会
議
（
神
宮

会
館
）

東
日
本
大
震
災
物
故

者
慰
霊
祭
（
東
日
本

大
震
災
慰
霊
碑
前
広

場
）

教
化
委
員
会
研
修
旅

行一
都
七
県
神
政
連
本

部
長
・
幹
事
長
・
事

務
局
長
会
議（
東
京
）

浦
安
の
舞
研
修
会
、

庁
報
委
員
会

教
化
委
員
会
、
役
員

会過
疎
化
地
域
神
社
対

策
研
究
会（
京
都
府
）

甲
府
支
部
祭
式
研
修

会山
梨
県
神
道
青
年
会

創
立
六
十
五
周
年
記

念
式
典
（
湯
村
常
磐

ホ
テ
ル
）、
庁
長
懇

話
会（
明
治
記
念
館
）

神
社
庁
長
会
（
神
社

本
庁
）、
皇
室
普
及

委
員
会
（
神
社
本

庁
）、
峡
南
支
部
・

峡
中
支
部
・
峡
北
支

部
合
同
祭
式
研
修
会

一
都
七
県
事
務
担
当

者
会
（
富
士
レ
ー
ク

ホ
テ
ル
）

庁
報
委
員
会

國
神
社
参
拝
・
ソ

ラ
マ
チ
散
策
旅
行

（
一
七
六
名
）

美
し
い
日
本
の
憲
法

を
つ
く
る
国
民
の
会

（
衆
議
院
議
員
会
館
）

庁
報
委
員
会

全
国
神
社
総
代
会
幹

部
研
修
会（
東
京
都
）

神
社
本
庁
評
議
員
一

都
七
県
の
会
（
明
治

記
念
館
）

神
社
庁
研
修
所
主
任

講
師
研
究
会
（
神
社

本
庁
）

神
政
連
山
梨
県
本
部

臨
時
代
議
員
会

番
町
政
策
研
修
所
二

〇
一
六
飛
躍
の
集
い

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東

京
）

役
員
会
、
全
国
選
挙

対
策
委
員
会
（
神
社

本
庁
）

神
政
連
東
京
都
・
神

奈
川
県
合
同
の
靖
国

神
社
参
拝
研
修
会

峡
南
神
社
総
代
会
総

会
（
中
富
地
区
公
民

館
西
島
分
館
）

千
葉
県
神
社
庁
設
立

七
十
周
年
記
念
大
会

清
和
政
策
研
究
所
と

の
懇
親
の
集
い
（
グ

ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
新
高
輪
）

教
化
委
員
会

表
彰
委
員
会
、
役
員

会国
旗
掲
揚
推
進
委
員

会東
八
代
支
部
総
会

（
淺
間
神
社
）

山
梨
同
友
地
本
協
力

会
通
常
総
会
（
甲
府

富
士
屋
ホ
テ
ル
）、

峡
北
神
社
総
代
会
通

常
総
会（
魚
光
会
館
）

神
社
本
庁
評
議
員
会

他
諸
会
議

神
社
本
庁
設
立
七
十

周
年
記
念
大
会
（
明

治
神
宮
会
館
）

南
都
留
支
部
・
北
都

留
支
部
合
同
祭
式
研

修
会
、
一
都
七
県
神

政
連
協
議
会
時
局
研

修
会
（
自
由
民
主
党

本
部
）

庁
報
委
員
会

選
挙
対
策
委
員
会

自
由
民
主
党
「
絆
の

会
」（
ア
ピ
オ
甲
府
）

神
宮
評
議
員
会
（
伊

勢
神
宮
）

教
化
委
員
会

神
道
政
治
連
盟
国
会

議
員
懇
談
会
合
同
懇

談
会
（
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
）

神
道
政
治
連
盟
中
央

委
員
会
（
神
社
本

庁
）、
本
部
長
・
事

務
局
長
連
絡
会
（
神

社
本
庁
）

女
子
神
職
会
祭
式
研

修
会

事
務
担
当
者
研
修
会

（
神
社
本
庁
）

高
野
つ
よ
し
総
決
起

集
会（
ア
ピ
オ
甲
府
）

神
政
連
山
梨
県
本
部

臨
時
代
議
員
会
、
国

旗
掲
揚
推
進
委
員
会

峡
中
支
部
総
会
（
櫛
形

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

予
算
委
員
会
、
身
分

選
考
委
員
会
、
役
員

会神
社
検
定

庁
報
委
員
会

埼
玉
県
神
社
庁
設
立

七
十
周
年
記
念
大
会

教
化
委
員
会
広
報
部

七
・
　
四

七
・
　
五

七
・
　
八

七
・
一
三

七
・
一
三

〜
一
四

七
・
一
五

七
・
一
九

七
・
二
〇

七
・
二
五

七
・
二
五

〜
二
六

七
・
二
六

七
・
二
七

八
・
　
二

八
・
　
三

八
・
　
六

〜
七

八
・
　
八

〜
九

八
・
一
二

八
・
一
八

八
・
一
九

会栃
木
県
神
社
庁
設
立

七
十
周
年
記
念
式
典

神
政
連
常
任
委
員

会
、
庁
報
委
員
会

神
社
新
報
社
設
立
七

十
周
年
記
念
式
典

（
明
治
記
念
館
）

国
旗
掲
揚
推
進
委
員

会教
化
委
員
会
宿
泊
研

修
会（
ホ
テ
ル
石
風
）

役
員
会

一
都
七
県
当
番
県
引

き
継
ぎ
（
東
京
都
）

甲
府
支
部
総
会
（
ベ

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
）

直
階
宮
司
代
務
者
説

明
会

神
社
本
庁
役
員
会

（
神
社
本
庁
）

神
社
庁
監
査

北
都
留
支
部
総
代
会

総
会
（
大
月
市
民
会

館
）

山
梨
県
神
社
総
代
会

監
査

峡
北
支
部
通
常
総
会

（
魚
光
会
館
）

山
梨
県
神
社
庁
設
立

七
十
周
年
記
念
事
業

「
神
社
を
知
ろ
う
」

（
甲
府
駅
北
口
広
場
）

一
都
七
県
神
社
庁
教

化
担
当
者
会
議
（
第

一
ホ
テ
ル
東
京
）

役
員
会
、
山
梨
県
神

社
庁
協
議
員
会

神
政
連
山
梨
県
本
部

代
議
員
会
、
山
梨
県

神
社
総
代
会
評
議
員

会東
山
梨
支
部
定
期
総

八
・
二
九

九
・
　
三

九
・
　
七

九
・
　
八

九
・
　
八

〜
九

九
・
一
二

九
・
一
四

九
・
一
七

九
・
一
八

九
・
二
三

九
・
二
七

〜
二
八

九
・
三
〇
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山梨県神社庁経常費歳入歳出決算　自　平成27年７月１日　至　平成28年６月30日 

山梨県神社庁経常費歳入歳出予算　自　平成28年７月１日　至　平成29年６月30日 

款項　　科　　目 

神社本庁幣帛料 
負 担 金  
本 庁 協 賛 金  
神 社 負 担 金  
神 職 負 担 金  
特別神社寄贈金 
神宮奉賛活動推進費 
本庁70周年負担金 
交 付 金  
神宮神徳宣揚費 
神社本庁交付金 

財 産 収 入  
神 殿 奉 納 金  
財 産 利 子  
預 金 利 子  

諸 収 入  
郷 土 暦 頒 布 費  
手数料並授与料 
雑 収 入  
特 別 納 付 金  

当 初 運 営 金  
繰 越 金  
歳 入 合 計  

 
款項　　科　　目 

幣 帛 料  
神宮神徳宣揚費 
本庁特別納付金 
支 部 交 付 金  

会 議 費  
役 員 会 費  
委 員 会 費  
関 係 者 大 会 費  
参 与 会 費  

給 料 及 諸 給 与  
給 料  
諸 給 手 当  
賞 与  
傭 人 料  
社会保険・厚生年金 
福 利 厚 生 費  

庁 費  
備 品 費  
文 房 具 費  
図 書 印 刷 費  
消 耗 品 費  
光 熱 水 費  

通 信 運 搬 費  
賄 費  
旅 費  
交 際 費  
慶 弔 費  
雑 費  
車両維持管理費  

事 業 費  
教 化 関 係 費  
教 化 委 員 会 費  
神社振興奨励費 
地 方 研 修 所 費  
講 習 会 助 成 費  
庁 報 発 行 費  
郷 土 暦 調 整 費  
神宮奉賛活動推進費 
指定団体補助金 
神社本庁協賛金 
表 彰 費  
神 社 調 査 費  
諸 祭 寄 贈 金  
一都七県当番準備金 
一都七県当番県助成金 

神社本庁負担金 
大 麻 暦 頒 布 費  
頒 布 始 祭 費  
郷土暦頒布交付金 
荷 造 発 送 費  
雑 費  
派 遣 費  
評 議 員 派 遣 費  
一都七県連合会派遣費 
神宮奉仕員派遣費 
事務担当者派遣費 
会 館 運 営 費  
神 殿 費  
借 地 費  
営 繕 費  
管 理 費  
諸 費  
資金財産造成費 
基本財産造成費 
予備資金積立金 
職員退職金積立金 
会館維持資金積立金 
神宮式年遷宮積立金 
分 担 金  
運営資金積立金 
次年度当初運営金 
予 備 費  
歳 出 合 計  

385,800 
24,561,880 
620,000 

11,361,800 
8,283,000 
1,930,000 
400,000 
1,967,080 
49,284,720 
48,300,000 
984,720 
11,638 

0 
5,819 
5,819 

4,765,983 
2,106,000 
792,000 
807,983 
1,060,000 
6,000,000 
13,531,562 
98,541,583

429,000 
31,127,456 
9,667,456 
21,460,000 
3,631,814 
1,730,057 
99,672 

1,423,118 
378,967 

16,477,591 
8,697,600 
2,217,960 
3,261,600 

0 
2,217,411 
83,020 

6,295,928 
722,352 
12,149 
63,166 
372,224 
952,134 

662,687 
17,920 

1,575,290 
833,870 
165,770 
39,762 
878,604 
9,757,245 
648,273 
1,710,219 

0 
746,791 
22,860 

1,084,320 
1,057,536 
400,000 
1,220,000 
465,000 
35,568 
117,105 
90,000 

0 
2,159,573 
4,999,050 
959,558 
80,000 
631,800 
26,758 
221,000 
1,079,127 
266,180 
660,277 
10,000 
142,670 
740,446 
148,966 
200,000 
84,000 
207,480 
100,000 
6,010,000 
10,000 

1,000,000 
3,000,000 
1,000,000 
1,000,000 
568,089 
1,000,000 
6,000,000 

0 
89,075,304 

 

380,000 
22,745,800 
620,000 

11,361,800 
8,434,000 
1,930,000 
400,000 

0 
49,100,000 
48,200,000 
900,000 
17,000 
10,000 
3,000 
4,000 

4,490,921 
2,000,000 
800,000 
590,921 
1,100,000 
6,000,000 
9,466,279 
92,200,000

27年度決算額 
 

27年度決算額 
 

本年度予算額 
 

本年度予算額 
 450,000 

31,330,000 
10,000,000 
21,330,000 
4,900,000 
1,900,000 
200,000 
2,100,000 
700,000 

17,065,260 
8,834,400 
2,217,960 
3,312,900 
100,000 
2,500,000 
100,000 
8,450,000 
1,100,000 
50,000 
500,000 
500,000 
1,100,000 

800,000 
50,000 

1,800,000 
1,100,000 
250,000 
100,000 
1,100,000 
9,955,000 
1,000,000 
3,000,000 

 
800,000 
50,000 

1,200,000 
1,100,000 
400,000 
1,220,000 
465,000 
300,000 
300,000 
120,000 

 
0 

4,600,000 
1,119,000 
80,000 
700,000 
50,000 
289,000 
1,310,000 
300,000 
800,000 
10,000 
200,000 
1,120,000 
200,000 
200,000 
300,000 
300,000 
120,000 
2,520,000 
10,000 
10,000 

1,000,000 
500,000 
1,000,000 
500,000 
800,000 
6,000,000 
2,080,740 
92,200,000

歳　　入　　の　　部 
 

歳　　出　　の　　部 
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歳　　入　　の　　部 
款項　　科　　目 

諸 収 入  
負 担 金  
協 賛 金  
寄 付 金  
雑 収 入  

前 年 度 繰 越 金  
歳 入 合 計  

歳　　出　　の　　部 
款項　　科　　目 

諸 支 出  
備 品 費  
文 房 具 費  
図 書 印 刷 費  
通 信 運 搬 費  

消 耗 品 費  
旅 費  
手 当  
慶 弔 費  
役 員 会 費  
雑 費  
全国神社総代会代議員派遣費 
負 担 金  
事 業 費  
神社振興対策費 
講 演 会 費  
功 績 者 表 彰 費  
研 修 費  
全国総代会積立 
総 会 費  
予備資金積立金 
予 備 費  
歳 出 合 計  

27年度決算額 本年度予算額 

本年度予算額 27年度決算額 

山梨県神社庁総代会経常費歳入歳出決算　自　平成27年７月１日　至　平成28年６月30日 
山梨県神社庁総代会経常費歳入歳出予算　自　平成28年７月１日　至　平成29年６月30日 

歳　　入　　の　　部 
款項　　科　　目 

会 費  
特 別 協 賛 金  
法 人 寄 付  
個 人 寄 付  
一都七県繰入金
雑 収 入  
前 年 度 繰 越 金  
歳 入 合 計  

歳　　出　　の　　部 
款項　　科　　目 
経 常 費  
人 件 費  
備 品 消 耗 費  
事 務 所 費  
政 治 活 動 費  
組 織 活 動 費  
調 査 研 究 費  
寄 付 金 交 付 金  
研 修 費  
一都七県積立金 
運営資金積立金 
一都七県会議費 
そ の 他 の 経 費  
予 備 費  
歳 出 合 計  

27 年度決算額 

1,875,000 
350,000 
1,361,480 
1,189,000 

0 
67 

344,694 
5,120,241 

27年度決算額 
228,207 
150,000 
12,778 
65,429 

4,775,658 
1,490,274 
199,569 
1,952,700 
928,405 

0 
 

145,080 
59,630 

0 
5,003,865

本年度予算額 

1,920,000 
356,000 
1,100,000 
1,360,000 

0 
624 

116,376 
4,853,000 

本年度予算額 
240,000 
150,000 
20,000 
70,000 

4,520,000 
1,400,000 
200,000 
1,955,000 
650,000 
100,000 
50,000 
100,000 
65,000 
93,000 

4,853,000

神政連山梨県本部歳入歳出決算  
自　平成27年７月１日　至　平成28年６月30日 

神政連山梨県本部歳入歳出予算  
自　平成28年７月１日　至　平成29年６月30日 
 

3,063,215 
1,554,100 
1,443,000 

0 
66,115 

3,527,285 
6,590,500

3,027,010 
1,554,100 
1,443,000 
5,000 
24,910 

3,002,990 
6,030,000

536,335 
0 

452 
0 

11,722 

2,778 
215,020 
120,000 
30,000 
9,483 
27,960 
118,920 
173,900 
2,777,275 
883,043 
270,000 
75,802 
597,847 
300,000 
650,583 
100,000 

0 
3,587,510

860,000 
5,000 
10,000 
5,000 
30,000 

10,000 
300,000 
120,000 
80,000 
100,000 
50,000 
150,000 
173,900 
4,600,000 
1,600,000 
100,000 
100,000 
700,000 
300,000 
1,800,000 
100,000 
296,100 
6,030,000

神
社
庁
長

◆
東
山
梨
支
部

大
宮
五
所
大
神
　
株
式
会
社
大
戸

屋
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
三
森
久

実古
宮
太
神
社
　
古
屋
英
章

◆
東
八
代
支
部

中
尾
神
社
　
坂
野
義
文
、
田
村
弘

基◆
峡
南
支
部

諏
訪
神
社
　
赤
池
孝
教
　

表
門
神
社
　
雨
宮
洋
光
、
村
松
和

彦
、
丹
澤
嘉
雄
、
丹
沢
治
夫
、
杉

山
　
昭

◆
峡
中
支
部

笠
屋
神
社
　
魚
覚
株
式
会
社

若
宮
神
社
　
功
刀
章
光

諏
訪
神
社
　
竹
川
た
つ
子
、
手
塚

稔
、
金
丸
文
晴
・
金
丸
紀
子

◆
峡
北
支
部

六
社
神
社
　
七
名

諏
訪
神
社
　
白
倉
万
好

南
宮
大
神
社
　
東
條
正
吾

諏
訪
神
社
　
板
山
重
光
、
白
倉

浩◆
南
都
留
支
部

白
山
神
社
　
外
川
　
健

冨
士
御
室
浅
間
神
社
　
小
佐
野

立
、
倉
澤
芳
平

浅
間
神
社
　
第
七
組
・
第
八
組
、

渡
辺
義
道
、
小
見
山
　
虎
、
イ
ル

カ
、
梶
原
久
義

八
王
子
神
社
・
筒
口
神
社
　
申
酉

会
、
卯
龍
会

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

金
品
寄
付
者
に
対
し
て
感
謝
状
贈
呈

金
品
寄
付
者
に
対
し
て
感
謝
状
贈
呈
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七
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二
十
八 

二
十
六 

根
津
泰
昇 
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平
成
二
十
八
年
度
の
神
宮
大
麻
暦

頒
布
始
祭
が
、
去
る
九
月
十
七
日
の

午
前
十
時
よ
り
、
内
宮
神
楽
殿
で
斎

行
さ
れ
、
神
社
本
庁
役
員
、
都
道
府

県
神
社
庁
長
・
支
部
長
代
表
、
被
表

彰
者
な
ど
約
二
百
三
十
名
余
り
が
参

列
し
た
。
頒
布
始
祭
で
は
、
大
御
前

に
奉
ら
れ
た
神
宮
大
麻
と
暦
が
、
鷹

司
神
宮
大
宮
司
よ
り
北
白
川
統
理
に

授
け
ら
れ
、
そ
の
後
、
統
理
並
び
に

田
中
総
長
か
ら
各
県
神
社
庁
長
に
頒

た
れ
た
。
祭
典
斎
行
後
に
は
、
神
社

本
庁
よ
り
神
楽
が
奉
納
さ
れ
た
。

午
後
一
時
よ
り
神
宮
会
館
大
講
堂

に
て
、
平
成
二
十
八
年
度
神
宮
大
麻

暦
頒
布
秋
季
推
進
会
議
が
開
か
れ

た
。会

議
に
先
立
ち
、
平
成
二
十
七
年

度
神
宮
大
麻
暦
頒
布
功
績
の
優
秀
神

社
庁
、
優
良
神
社
庁
、
特
に
努
力
の

認
め
ら
れ
る
神
社
庁
（
山
梨
外
十
五

庁
）、
特
別
表
彰
頒
布
優
良
奉
仕
者

（
若
宮
八
幡
宮
宮
司
藤
原
武
男
氏
外

三
十
四
名
）
の
表
彰
が
執
り
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
鷹
司
神
宮
大
宮
司
と
北

白
川
統
理
の
挨
拶
、
受
彰
者
代
表
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
、
小
串

副
総
長
を
座
長
に
、
頒
布
推
進
会
議

が
進
行
さ
れ
た
。
先
づ
、
神
宮
司
庁

頒
布
部
長
よ
り
、
平
成
二
十
七
年
度

神
宮
大
麻
暦
頒
布
数
、
平
成
二
十
八

年
度
神
宮
大
麻
暦
交
付
数
の
報
告
が

さ
れ
、
三
月
三
十
一
日
現
在
の
神
宮

大
麻
暦
頒
布
数
八
、
六
五
二
、
二
三

二
体
（
三
〇
、
四
四
七
体
減
）
暦
が

五
六
、
四
三
六
部
（
九
一
六
部
減
）

と
九
月
五
日
現
在
の
神
宮
大
麻
交
付

数
が
八
、
八
六
六
、
五
七
六
体
（
六

六
、
四
四
五
体
減
）
で
あ
る
と
の
説

明
が
な
さ
れ
、
震
災
等
の
影
響
に
よ

る
減
少
を
最
小
限
に
止
め
た
と
の
事

で
あ
っ
た
。
次
に
、
神
社
本
庁
本
宗

奉
賛
部
長
よ
り
「
三
ヶ
年
継
続
神
宮

大
麻
都
市
頒
布
向
上
計
画
の
現
状
」

に
つ
い
て
、
本
施
策
は
都
市
部
へ
の

頒
布
対
策
に
重
点
を
置
く
こ
と
と
と

も
に
、
過
疎
地
域
等
に
つ
い
て
、
教

化
活
動
全
般
と
連
動
し
対
応
し
た
い

旨
を
説
明
並
び
に
、
第
二
年
度
終
了

の
各
神
社
庁
活
動
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
、
有
効
利
用
を
さ
れ
る
様
に
と

の
事
が
説
明
さ
れ
た
。

続
い
て
、
活
動
事
例
報
告
で
は
、

福
島
県
神
社
庁
佐
藤
大
和
教
化
部
長

並
び
に
愛
知
県
神
社
庁
成
海
神
社
宮

司
亀
垣
昌
一
氏
二
名
よ
り
報
告
が
な

さ
れ
た
。
最
後
に
田
中
総
長
総
括
挨

拶
が
あ
り
、
亀
田
神
宮
少
宮
司
の
挨

拶
で
本
会
議
の
日
程
を
終
了
し
た
。

去
る
十
月
十
四
日
午
後
一
時
か

ら
、
神
社
本
庁
大
講
堂
に
於
い
て
、

定
例
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
根

津
庁
長
、
中
込
総
代
会
長
、
古
屋
本

庁
評
議
員
の
三
名
が
出
席
し
た
。

開
会
儀
礼
の
後
、
北
白
川
統
理
か

ら
の
開
会
挨
拶
、
神
道
政
治
連
盟
の

新
任
な
っ
た
打
田
文
博
会
長
か
ら
、

挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

次
に
中
山
議
長
登
壇
し
、
議
事
に

入
っ
た
。
最
初
に
議
案
第
一
号
「
神

社
本
庁
災
害
等
対
策
資
金
の
緊
急
支

出
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
こ
の
資
金

か
ら
の
千
五
百
万
円
に
加
え
、
熊
本

地
震
に
際
し
て
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
を
合
わ
せ
、
四
億
一
千
万

円
が
各
被
災
地
神
社
庁
を
通
し
て
、

被
災
神
社
に
贈
呈
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
次
に
議
案
第
二
号
「
平
成

二
十
七
年
五
月
定
例
評
議
員
会
に
置

け
る
評
議
員
提
出
議
案
等
の
処
理
結

果
」
に
つ
い
て
上
程
さ
れ
、
決
議
さ

れ
た
五
件
に
つ
い
て
の
本
庁
対
応
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
採
択
さ
れ
た
。

次
に
議
案
第
三
号
「
平
成
二
十
七
年

度
神
社
本
庁
業
務
報
告
」
が
小
串
副

庁
長
か
ら
な
さ
れ
、
神
宮
大
麻
、
歴

頒
布
に
つ
い
て
、
参
宮
促
進
運
動
に

つ
い
て
、
不
活
動
法
人
対
策
に
つ
い

て
、
法
律
問
題
に
係
る
対
応
に
つ
い

て
、
政
教
関
係
訴
訟
の
現
況
、
教
化

施
策
で
は
過
疎
地
域
神
社
対
策
研
究

会
開
催
、
広
報
に
つ
い
て
は
冊
子

「
外
国
人
対
応
の
手
引
き
」
刊
行
、

総
合
研
究
所
関
係
で
は
、
神
符
守
札

等
の
取
扱
ひ
に
つ
い
て
、
全
国
神
社

厚
生
年
金
基
金
に
つ
い
て
等
の
説
明

が
な
さ
れ
た
。
併
せ
て
、
議
案
第
四

号
「
平
成
二
十
七
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
」、
議
案
第
五
号
「
同

各
種
資
金
及
び
保
管
金
会
計
収
支
計

算
書
」、
議
案
第
第
六
号
「
財
産
目

録
」、
議
案
第
第
七
号
「
同
事
業
会

計
決
算
」、
議
案
第
第
八
号
「
同
火

災
地
震
相
互
共
済
会
計
収
支
計
算
書

及
び
財
産
目
録
」、
議
案
第
第
九
号

「
同
神
社
賠
償
責
任
保
険
会
計
収
支

計
算
書
及
び
財
産
目
録
」
に
つ
い
て

財
務
部
長
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
神
社
本
庁
監
事
よ
り
監
査
報

告
が
な
さ
れ
た
。
質
疑
に
移
り
、
議

場
評
議
員
か
ら
、
百
合
ヶ
丘
職
舍
の

売
買
に
つ
い
て
に
質
問
と
意
見
が
な

さ
れ
た
が
、
他
に
意
見
は
な
く
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

続
い
て
、
議
案
第
第
十
号
「
平
成

二
十
八
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
補

正
予
算
案
」
、
議
案
第
第
十
一
号

「
庁
舎
衛
生
設
備
入
替
工
事
の
件
」

が
上
程
さ
れ
、
建
築
後
三
十
年
以
上

が
経
過
し
老
朽
化
し
た
本
庁
庁
舎
内

の
衛
生
設
備
を
九
千
五
百
万
円
の
予

算
で
、
本
年
度
、
来
年
度
の
二
会
計

年
度
の
分
け
て
実
施
す
る
旨
上
程
さ

れ
、
こ
れ
も
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。

終
了
午
後
三
時
三
十
分

古

屋

真

弘

本
庁
評
議
員

平
成
二
十
八
年
十
月
神
社
本
庁
定
例
評
議
員
会
開
催

森

越

義

建

峡
北
支
部
長

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭



去
る
八
月
八
日
、
東
京
新
橋
の
第

一
ホ
テ
ル
東
京
に
於
い
て
、
恒
例
の

一
都
七
県
神
社
庁
教
化
担
当
者
会
が

開
催
さ
れ
、
神
社
庁
金
子
主
事
補
と

共
に
出
席
さ
せ
て
戴
い
た
。

会
議
で
は
先
ず
、
稲
貴
夫
神
社
本

庁
教
化
広
報
部
長
（
当
時
）
よ
り
、

教
化
実
践
目
標
、
神
宮
大
麻
都
市
頒

布
向
上
計
画
、
神
社
振
興
対
策
、
広

報
関
係
等
神
社
本
庁
の
教
化
施
策
に

つ
い
て
、
教
化
担
当
者
と
し
て
よ
く

第
五
十
二
回
全
国
神
社
総
代
会
大

会
に
初
め
て
参
加
し
、
様
々
な
感
動

を
い
た
し
ま
し
た
。
朝
、
羽
田
を
出

発
し
上
空
か
ら
「
秋
田
富
士
」
と
い

わ
れ
る
鳥
海
山
に
迎
え
ら
れ
、
初
め

て
秋
田
県
に
参
り
ま
し
た
。
秋
田
中

央
交
通
の
「
あ
き
た
小
町
」
と
も
言

わ
れ
る
美
人
ガ
イ
ド
さ
ん
に
案
内
さ

れ
「
ね
ぶ
り
流
し
館
」
に
て
三
階
ま

で
吹
き
抜
け
の
ホ
ー
ル
で
東
北
三
大

祭
り
の
一
つ
「
秋
田
竿
燈
ま
つ
り
」

に
使
わ
れ
る
竿
燈
、
梵
天
、
曳
山
を

見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
古
く

か
ら
伝
わ
る
先
祖
の
霊
を
弔
い
豊
作

を
願
う
庶
民
の
行
事
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
の
後
、
全
国
よ
り
千
五
百
人

参
加
の
総
代
会
々
場
に
移
り
、
山
梨

か
ら
金
櫻

神
社
の
駒

井
賢
一
氏
、

槍
峯
神
社

の
堀
内
文

藏
氏
が
全

国
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ

た
り
神
社

へ
の
多
大
な
貢
献
と
経
営
に
務
め
ら

れ
、
私
達
も
偉
大
な
先
輩
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
敬
神
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
夜
は
乳
頭
温
泉
に
て
各
支
部

の
役
員
様
方
と
共
に
お
二
人
の
祝
宴

を
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。

翌
日
は
角
館
歴
史
村
、
青
柳
家
を

見
学
い
た
し
ま
し
た
。
四
百
年
前
の

武
家
屋
敷
は
三
千
坪
も
あ
り
江
戸
時

代
に
引
き
込
ま
れ
た
よ
う
な
感
覚
に

な
り
、
屋
敷
神
様
も
大
切
に
祀
ら
れ

子
孫
の
繁
栄
を
願
う
気
持
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

帰
路
は
、
秋
田
新
幹
線
角
館
駅
よ

り
「
こ
ま
ち
十
八
号
」
に
て
東
京
駅

に
向
か
い
ま
し
た
。
車
窓
か
ら
見
え

る
景
色
は
稲
穂
が
黄
金
に
輝
き
、
収

穫
真
近
で
、
今
年
も
豊
作
で
神
に
感

謝
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
全
国
大
会
に
参
加
し
、
氏

神
様
を
中
心
に
地
域
の
平
穏
無
事
を

祈
り
、
大
切
に
崇
敬
し
て
い
き
た
い

と
心
よ
り
思
い
次
世
代
に
も
、
こ
の

思
い
は
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

理
解
し
て
教
化
活
動
に
当
た
る
よ

う
、
詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ
た
。

次
に
、
本
年
の
当
番
で
あ
る
東
京

都
神
社
庁
よ
り
一
都
七
県
教
化
共
同

企
画
と
し
て
、
神
宮
大
麻
氏
神
神
札

の
奉
斎
勧
奨
、
正
月
神
社
参
拝
の
勧

奨
、
参
拝
作
法
等
を
内
容
と
す
る
一

都
七
県
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立

ち
上
げ
と
、
そ
の
専
用
ポ
ス
タ
ー
作

成
の
提
案
が
あ
っ
た
。
正
直
な
感
想

を
言
え
ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
目
新

し
さ
は
無

い
が
作
り

も
綺
麗
で

か
な
り
完

成
度
は
高

い
の
だ
が
、

そ
れ
を
紙

の
ポ
ス
タ

ー
で
宣
伝

す
る
と
い

う
手
法
は
聊
か
時
代
遅
れ
の
感
も
…
。

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
に

は
も
う
少
し
議
論
が
必
要
で
あ
る
と

も
思
う
。

そ
れ
と
は
別
に
、
災
害
に
備
え
て

非
常
用
統
一
備
蓄
品
の
提
案
も
な
さ

れ
た
。
今
回
は
提
案
の
み
で
結
論
に

は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
大
切
な
こ
と

で
あ
る
し
教
化
か
ら
は
ズ
レ
て
し
ま

う
が
、
今
後
一
都
七
県
の
事
業
と
し

て
議
論
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
各
都
県
の
教
化
活
動
報
告

が
な
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
特
に
、
こ

の
会
議
直
前
の
八
月
六
・
七
日
開
催

の
神
社
庁
七
十
周
年
事
業
「
神
社
を

知
ろ
う
」
と
、
昨
年
の
共
同
企
画
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
結
果
に
つ

い
て
時
間
を
割
い
て
報
告
さ
せ
て
頂

い
た
。
こ
の
会
議
に
は
過
去
何
度
か

出
席
し
て
い
る
が
、
そ
の
都
度
何
か

し
ら
の
刺
激
が
あ
り
、
と
て
も
有
意

義
な
会
議
で
あ
る
と
思
う
。
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中

村

宗

彦

教
化
委
員
長

一
都
七
県
神
社
庁
教
化
担
当
者
会

深

澤

孝

行

東
八
代
支
部
総
代
会
　
副
会
長

「
第
五
十
二
回
全
国
神
社
総
代
会
大
会
」

に
参
加
し
て



２日間の安全と盛況を願い、
開会奉告祭が執り行われました

開会セレモニー

よさこい
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甲府囃子

雅　楽

豊栄の舞

蘭陵王（舞楽）

餅つき

浦安の舞
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緑陰子供会火鑽り

神主・巫女体験

ジンジャエール

FUJI SAKURA塾
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子供神輿

閉会セレモニー

西嶋神楽

２日間の安全と盛況に感謝し、

閉会奉告祭が執り行われました

－14－

第175号山　梨　県　神　社　庁　報平成28年10月20日



－15－

第175号 山　梨　県　神　社　庁　報 平成28年10月20日

教
化
委
員
会
の
夏
休
み
恒
例
の
行

事
緑
陰
子
供
会
が
去
る
八
月
七
日
行

わ
れ
た
。
平
年
な
ら
ば
神
社
の
境
内

で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

神
社
庁
設
立
七
十
周
年
の
記
念
す
べ

き
年
で
す
の
で
、
そ
の
記
念
事
業

「
神
社
を
知
ろ
う
」
の
な
か
で
行
わ

れ
た
。
会
場
は
甲
府
駅
北
口
の
よ
っ

ち
ゃ
ば
れ
広
場
。

当
日
は
約
五
十
名
の
子
供
達
に
参

加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

開
会
式
に
引
き
続
き
、
自
分
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
な
る
「
勾
玉
つ
く

り
」、
大
昔
の
人
が
火
を
お
こ
す
の

に
ど
ん
な
に
苦
労
し
て
い
た
か
を
体

験
す
る
「
火
鑚
り
」、
子
供
神
楽
の

見
学
、
子
供
神
輿
体
験
等
猛
暑
に
負

け
ず
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。昼

食
は
会
場
内
の
露
店
で
各
自
が

好
物
を
引
き
換
え
て
食
べ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

連
日
の
猛
暑
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
熱
中
症
等
気
分

の
悪
く
な
る
子
供
も

な
く
楽
し
い
半
日
を

体
験
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
教
化
委
員
、

神
道
青
年
会
の
皆
様

大
変
御
苦
労
様
で
し

た
。

教
化
委
員
会
　
事
業
部
長

上
　
條
　
昭
　
宏

緑

陰

子

供

会

緑

陰

子

供

会

 

緑

陰

子

供

会
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一
雨
毎
に
秋
も
深
ま
り
行
く
九
月

十
二
日
、
甲
府
市
の
談
露
館
に
於
い

て
平
成
二
十
八
年
山
梨
県
神
社
庁
の

顧
問
・
参
与
会
が
五
十
余
名
の
参
加

者
の
下
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
式
の
辞
に
続
き
、
本
年
新
た
に

参
与
に
加
わ
る
私
他
三
名
に
根
津
泰

昇
庁
長
よ
り
委
嘱
状
の
交
付
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
庁
長
、
中
込

豊
秋
総
代
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
飯
田

直
樹
参
事
よ
り
の
神
社
庁
の
業
務
報

告
が
行
わ
れ
第
一
部
が
終
り
、
続
く

第
二
部
で
は
、
前
山
梨
県
知
事
で
あ

り
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
山

梨
県
民
の
会
の
会
長
で
あ
る
横
内
正

明
先
生
を
講
師
と
し
て
「
私
の
政
治

人
生
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
会
場
を
改
め
第
三

部
の
懇
親
会
が
執
り
行
わ
れ
、
先
輩

の
顧
問
参
与
の
皆
様
と
懇
親
を
深
め

さ
せ
て
頂
き
、
昔
の
ご
活
躍
や
こ
れ

か
ら
の
斯
界
の
未
来
へ
の
提
言
を
賜

り
ま
し
た
。

今
般
、
山
梨
県
神
社
庁
の
参
与
を

拝
命
致
し
、
誠
に
恐
悦
至
極
に
存
じ

ま
す
。
元
よ
り
の
浅
学
非
才
の
身
、

未
だ
分
不
相
応
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
上
は
相
応
に
成
る
べ
く
益
々
に
、

奮
勵
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

去
る
九
月
二
十
三
日
、
午
後
三
時
、

山
梨
県
神
社
庁
神
殿
前
に
斎
場
を
設

け
平
成
二
十
八
年
神
社
庁
神
宮
大

麻
・
暦
頒
布
始
祭
が
東
八
代
支
部
奉

仕
に
て
斎
行
さ
れ
た
。

根
津
泰
昇
山
梨
県
神
社
庁
長
を
始

め
、
中
込
豊
秋
県
神
社
総
代
会
長
、

県
内
神
職
、
氏
子
総
代
、
神
社
関
係

者
多
数
が
参
列
さ
れ
る
な
か
定
刻
に

開
始
。

祭
典
奉
仕
神
職
は
、
斎
主
淺
間
神

社
禰
宜
植
松
真
芳
、
副
斎
主
比
枝
神

社
宮
司
津
金
八
千
代
、
祭
員
永
井
天

神
社
宮
司
渡
辺
英
明
、
祭
員
淺
間
神

社
権
禰
宜
古
屋
真
東
、
典
儀
若
宮
神

社
宮
司
志
村
重
治
。
雅
楽
を
奏
す
は

山
梨
県
神
道
雅
楽
会
、
羯
鼓
武
田
神

社
禰
宜
内
藤
寛
、
太
鼓
牛
倉
神
社
宮

司
中
村
宗
彦
、
鉦
鼓
武
田
神
社
権
禰

宜
関
宣

、
笙
天
神
社
宮
司
松
田
公

仁
、
篳
篥
稲
積
神
社
権
禰
宜
篠
原
康

正
、
竜
笛
穴
切
大
神
社
宮
司
秋
山
忠

也
、
以
上
の
奉
仕
員
で
あ
る
。

先
ず
修
祓
、
祓
詞
奏
上
後
、
大
麻
、

塩
湯
に
て
神
饌
、
玉
串
、
祭
典
奉
仕

者
、
根
津
庁
長
、
中
込
会
長
、
他
参

列
者
を
祓
い
清
め
、
次
に
斎
主
一
拝
、

次
に
献
饌
、
次
に
祝
詞
奏
上
、
次
に

玉
串
拝
礼
、
斎
主
、
根
津
庁
長
、
中

込
総
代
会
長
が
各
代
表
で
玉
串
拝

礼
、
次
に
撤
饌
、
次
に
斎
主
一
拝
、

最
後
に
神
前
よ
り
神
宮
大
麻
が
下
げ

ら
れ
、
根
津
庁
長
よ
り
各
支
部
長
に

授
与
さ
れ
た
。
是
を
以
て
奉
仕
神
職

退
下
、
引
き
続
き
そ
の
場
に
て
直
会

が
開
か
れ
た
。

祭
典
奉
仕
に
向
け
習
礼
を
行
う

と
、
普
段
は
あ
ま
り
気
に
と
め
な
い

事
に
多
く
気
付
か
さ
れ
た
。
祭
員
同

士
で
確
認
し
、
話
し
合
い
が
さ
れ
、

調
和
が
計
ら
れ
る
等
大
変
良
い
経
験

と
な
っ
た
。

神
社
庁
で
の
頒
布
始
祭
が
斎
行
さ

れ
る
前
、
九
月
十
七
日
、
伊
勢
の
神

宮
内
宮
神
楽
殿
に
て
神
宮
大
麻
・
暦

頒
布
始
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
祭
典
後

の
委
員
会
に
て
大
麻
頒
布
数
は
年
々

減
体
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
一
方
、

福
島
県
で
は
原
発
問
題
で
県
内
は
未

だ
落
ち
着
か
な
い
状
況
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
簡
易
神
棚
を
作
成
す
る
こ
と

に
よ
り
大
幅
に
増
体
し
た
と
の
報
告

も
あ
っ
た
。

年
末
年
始
ま
で
少
し
時
間
の
あ
る

今
、
頒
布
増
体
に
向
け
何
を
す
べ
き

か
考
え
て
い
る
。

植

松

真

芳

東
八
代
支
部
　
副
支
部
長

山
梨
県
神
社
庁
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭

中

川

武

仁

甲
斐
奈
神
社
　
宮
司

神
社
庁
顧
問
・
参
与
会

（
参
与
を
拝
命
し
て
）
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神
道
政
治
連
盟
設
立
の
目
的
で
あ

る
、「
世
界
に
誇
る
日
本
の
文
化
・

伝
統
を
後
世
に
正
し
く
伝
え
る
こ

と
」
に
賛
同
し
、
そ
の
崇
高
な
想
い

を
国
政
の
み
な
ら
ず
地
元
山
梨
に
お

い
て
も
伝
え
ん
と
志
す
、
山
梨
県
議

会
議
員
二
十
四
名
が
集
う
、
神
道
政

治
連
盟
山
梨
県
地
方
議
員
懇
談
会
の

平
成
二
十
八
年
度
総
会
が
、
去
る
八

月
二
十
九
日
に
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲

府
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の

総
会
に
は
本
懇
談
会
会
員
で
あ
る
山

梨
県
議
会
議
員
は
も
と
よ
り
、
神
道

政
治
連
盟
山
梨
県
本
部
の
代
議
員
、

山
梨
県
神
社
庁
各
支
部
の
総
代
会
役

員
に
も
出
席
を
お
願
い
し
、
約
五
十

名
の
規
模
と
な
っ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
皆
川
巖
会
長
先

導
の
下
、
正
面
に
掲
げ
た
国
旗
を
通

し
て
神
宮
を
遙
拝
。
続
い
て
国
歌
を

斉
唱
し
た
後
、
神
道
政
治
連
盟
の
宣

言
綱
領
を
唱
和
。
そ
し
て
、
本
懇
談

会
臼
井
成
夫
相
談
役
に
よ
り
開
会
が

告
げ
ら
れ
、
改
め
て
皆
川
会
長
が
総

会
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ

た
。
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
、
山
梨

県
神
社
庁
根
津
泰
昇
庁
長
ま
た
神
道

政
治
連
盟
山
梨
県
本
部
渡
邊
平
一
郎

本
部
長
よ
り
御
挨
拶
を
頂
戴
致
し
た
。

こ
れ
よ
り
総
会
議
事
に
入
り
、
鈴

木
幹
夫
氏
が
議
長
を
務
め
、
平
成
二

十
七
年
度
の
活
動
・
決
算
報
告
が
、

大
柴
邦
彦
事
務
局
長
よ
り
説
明
さ

れ
、
監
査
報
告
が
早
川
浩
監
事
か
ら

有
り
、
全
会
一
致
を
以
て
承
認
さ
れ

た
。
引
き
続
き
、
平
成
二
十
八
年
度

の
活
動
方
針
案
・
事
業
計
画
案
並
び

に
予
算
案
が
、
大
柴
事
務
局
長
の
説

明
に
よ
り
上
程
さ
れ
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

総
会
会
場
か
ら
部
屋
を
移
動
し
て

の
懇
親
会
と
な
り
、
自
由
民
主
党
山

梨
県
支
部
連
合
会
森
屋
宏
会
長
が
開

会
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
、
臼
井
相
談

役
が
乾
杯
の
発
声
を
行
い
、
和
や
か

に
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。

懇
親
会
で
は
内
閣
総
理
大
臣
・
神

道
政
治
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会
安
倍

晋
三
会
長
、
山
谷
え
り
子
・
有
村
治

子
両
参
議
院
議
員
、
神
道
政
治
連
盟

打
田
文
博
会
長
な
ど
多
数
の
方
か
ら

の
寄
せ
ら
れ
た
祝
電
・
祝
文
が
披
露

さ
れ
、
ま
た
本
県
関
係
の
国
会
議
員

で
あ
る
中
谷
真
一
、
堀
内
詔
子
、
宮

川
典
子
各
衆
議
院
議
員
、
そ
れ
ぞ
れ

よ
り
国
政
報
告
を
含
め
て
の
御
挨
拶

を
戴
き
、
最
後
に
県
議
会
議
員
を
代

表
し
本
懇
談
会
前
島
茂
松
顧
問
か
ら

御
挨
拶
を
頂
戴
し
た
。

本
懇
親
会
に
お
い
て
は
、
出
席
者

相
互
に
名
刺
交
換
を
行
い
な
が
ら
一

献
傾
け
、
我
が
国
、
我
が
県
の
将
来

を
見
据
え
た
活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
誠
に
有
意
義
な
席
と
な
っ
た
。

去
る
九
月
十
四
日
、
山
梨
県
神
社

庁
二
階
に
於
い
て
「
日
本
会
議
山
梨

県
本
部
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
神
職
総
代
を
は
じ
め
日
本
会
議

会
員
約
五
十
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。神

殿
拝
礼
、
国
歌
斉
唱
、
日
本
会

議
綱
領
唱
和
、
前
原
�
会
長
挨
拶
に

続
き
、
御
来
賓
で
あ
る
山
梨
県
神
社

庁
の
根
津
泰
昇
庁
長
、
山
梨
県
神
社

総
代
会
の
中
込
豊
秋
会
長
よ
り
夫
々

ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、
事
務
局
よ
り
平

成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
と
会
計
報

告
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

（
案
）
と
会
計
予
算
（
案
）
の
説
明

が
あ
り
、
特
に
意
義
も
な
く
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
聖
寿

万
歳
の
後
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
「
美
し
い
日
本
の
憲
法
を

作
る
山
梨
県
民
の
会
総
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
神
職
総
代
を
は

じ
め
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る

山
梨
県
民
の
会
の
理
事
、
運
営
委
員

な
ど
約
六
十
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
神
殿
拝
礼
、
国
歌
斉
唱
、
横
内

正
明
会
長
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
挨
拶

の
後
、
小
佐
野
正
史
幹
事
長
、
事
務

局
よ
り
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報

告
、
平
成
二
十
七
年
度
会
計
報
告
、

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
（
案
）

と
会
計
予
算
（
案
）
の
説
明
が
あ
り
、

特
に
意
義
も
な
く
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
、
憲
法
改
正
啓

発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た
後
、「
美
し

い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
国
民
の
会

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
か
ら
現
況
報
告
や

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
提
言
が
な

さ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

飯

田

直

樹

酒
折
宮
　
宮
司

日
本
会
議
総
会

美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
山
梨
県
民
の
会
総
会

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
か
ら
の
提
言
報
告

乙

黒

　

洋

神
道
政
治
連
盟
山
梨
県
本
部
　
幹
事
長

神
道
政
治
連
盟
山
梨
県
地
方
懇
談
会
　
報
告
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六
十
七
回
を
数
え
る
本
研
究
会
が

八
月
二
十
三
・
二
十
四
日
の
両
日
、

京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
を
主
会
場
に
、

全
国
か
ら
五
十
名
の
神
職
教
誨
師
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
研
究
会
は
「
出
所
者
の
円

滑
な
社
会
復
帰
に
向
け
て
」
を
主
題

に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
六
月
か
ら

「
刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度
」
が
施

行
さ
れ
、
再
犯
防
止
と
改
善
更
生
に

対
す
る
支
援
活
動
が
ま
す
ま
す
重
視

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
為
で
あ
る
。

初
日
は
開
会
式
に
引
き
続
き
、
千

房
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
の
中

井
貫
二
専
務
取
締
役
が
、「
経
世
済

民
・
共
に
育
つ
〜
職
親
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
〜
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。
同
社
は
全
国
展
開
す
る
お
好
み

焼
き
専
門
店
で
、
創
業
社
長
の
強
い

信
念
の
下
、
出
所
者
に
就
労
の
機
会

を
与
え
て
円
滑
な
社
会
復
帰
に
尽
力

し
て
き
た
こ
と
。
職
を
与
え
、
居
場

所
を
与
え
る
こ
と
が
再
犯
防
止
に
つ

な
が
る
。
こ
れ
に
よ
り
受
け
入
れ
側

と
出
所
者
と
が
共
に
育
つ
「
共
育
」

が
必
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

続
い
て
京
都
刑
務
所
の
分
類
教
育

部
長
石
田
陽
子
氏
が
「
再
犯
防
止
と

刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。
刑
の

一
部
執
行
猶
予
制
度
は
、
刑
務
所
の

過
剰
収
容
を
解
決
す
る
と
共
に
再
犯

防
止
と
社
会
復
帰
促
進
を
目
途
す
る

制
度
で
、
行
刑
施
設
で
の
処
遇
と
社

会
に
お
け
る
処
遇
と
に
連
続
性
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
更
に
保
護
観

察
に
必
要
な
期
間
を
確
保
す
る
も
の

で
あ
る
旨
を
解
説
し
た
。

ま
た
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
保
護
観

察
対
象
者
の
増
加
、
猶
予
取
消
者
の

対
策
等
課
題
に
つ
い
て
も
話
さ
れ

た
。講

演
後
に
は
、
事
例
報
告
、
意
見

交
換
等
が
行
な
わ
れ
た
。

二
日
目
に
は
、
京
都
市
上
京
区
、

北
野
天
満
宮
に
参
拝
。
そ
の
後
京
都

刑
務
所
を
参
観
し
た
。

六
十
七
回
全
国
敬
神
婦
人
大
会
兵

庫
大
会
が
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル

に
於
い
て
九
月
六
日
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
北
か
ら
南
全
国
の
会
員
一
五
〇

〇
人
が
集
い
、
本
県
か
ら
は
二
泊
三

日
の
日
程
で
会
長
以
下
二
十
九
名
が

参
加
、
初
日
は
世
界
遺
産
で
国
宝
姫

路
城
を
見
学
。
か
っ
て
黒
田
官
兵
衛

の
頃
山
城
で
あ
っ
た
が
羽
柴
秀
吉
の

時
に
三
層
五
階
の
城
へ
、
そ
の
後
家

康
の
娘
婿
池
田
輝
政
に
よ
り
八
年
の

歳
月
を
か
け
五
層
七
階
の
堅
固
な
城

を
築
き
又
平
成
の
大
修
理
が
行
な
わ

れ
た
白
く
輝
く
美
し
い
城
で
す
。

雨
の
中
急
な
階
段
で
の
見
学
で
し

た
が
未
来
へ
の
遺
産
と
し
て
大
切
に

受
け
継
れ
る
べ
き
す
ば
ら
し
い
城
に

一
同
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

翌
日
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
北
野
異

人
館
あ
た
り
を
散
策
し
午
後
大
会

へ
、
北
白
川
慶
子
会
長
の
式
辞
に
始

ま
り
記
念
講
演
で
は
市
田
ひ
ろ
み
氏

の
「
旅
で
出
会
っ
た
人
々
」
を
拝
聴

し
そ
の
後
マ
リ
ン
バ
の
演
奏
が
あ
り

大
喝
采
の
内
に
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。
又
生
田
神
社
、
伊
弉
諾
神
宮
を

正
式
参
拝
し
敬
神
婦
人
会
と
し
て
鎮

守
の
森
を
中
心
に
神
社
奉
仕
に
つ
と

め
る
事
が
私
共
の
使
命
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認
し
た
大
会
で
し
た
。

来
年
度
は
静
岡
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
近
県
で
す
の
で
是
非
多
く
の
会

員
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
致
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

第
五
十
七
回
全
国
教
育
関
係
神
職

協
議
会
全
国
大
会
が
平
成
二
十
八
年

八
月
八
日
、
九
日
の
二
日
間
、
千
葉

県
「
ホ
テ
ル
　
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
　
ち

ば
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
本
県
か
ら

山
教
神
協
監
査
、
郷
田
盛
直
と
小
生

の
二
名
が
参
加
し
た
。
開
会
式
典
に

は
、
根
津
山
梨
県
神
社
庁
長
も
列
席

さ
れ
、
神
宮
遙
拝
、
国
歌
斉
唱
、
教

育
勅
語
奉
読
、
敬
神
生
活
の
綱
領
唱

和
に
つ
づ
き
、
全
教
神
協
綱
領

一
、
私
た
ち
は
、
日
本
の
伝
統
を
守

り
、
神
道
精
神
の
高
揚
に
努
力
す
る
。

一
、
私
た
ち
は
常
に
中
正
を
守
り
、

日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
振
興

に
努
力
す
る
。

一
、
私
た
ち
は
国
家
の
隆
昌
と
世
界

の
共
存
共
栄
と
に
努
力
す
る
。

の
唱
和

更
に
感
謝
状
贈
呈
、
会
長
式
辞
、
来

賓
祝
辞
、
祝
電
披
露
と
進
み
、
開
会

式
典
は
終
了
。
引
き
つ
づ
き
総
会
に

移
り
、
事
業
、
決
算
報
告
、
事
業
、

予
算
の
審
議
と
進
み
、
次
回
開
催
地

を
石
川
県
と
決
定
し
総
会
は
終
了
。

「
神
社
本
庁
教
誨
師
研
究
会
」
報
告

教
誨
師
　
佐
々
木
　

仁

全
国
敬
神
婦
人
大
会
に
参
加
し
て

山
梨
県
敬
神
婦
人
連
合
会
　
会
長

乙
　
黒
　
夏
　
惠

「
全
教
神
協
議
会
全
国
大
会
」
報
告

山
梨
県
教
育
関
係
神
職
協
議
会

副
会
長

宮
　
下
　
重
　
範
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休
憩
の
後
、
参
議
院
議
員
山
谷
え

り
子
先
生
に
よ
る
基
調
講
演
「
憲
法

改
正
と
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
」
が

行
な
わ
れ
た
。
そ
の
内
容
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
講
演
の
途
中
で
天
皇
陛
下

の
生
前
退
位
に
関
す
る
天
皇
御
自
身

の
お
考
え
を
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
っ
て

受
講
者
全
員
が
拝
聴
で
き
る
機
会
に

も
め
ぐ
ま
れ
、
こ
の
上
な
い
研
修
で

あ
っ
た
。

戦
後
七
十
年
を
経
過
し
た
今
日
、

日
本
は
経
済
大
国
と
し
て
、
物
質
的

豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
社
会
を
つ
く

り
上
げ
た
が
、
一
方
で
占
領
下
に
つ

く
ら
れ
た
教
育
基
本
法
の
下
で
の
教

育
は
、
自
己
の
権
利
や
個
性
が
強
調

さ
れ
、
優
先
さ
れ
る
あ
ま
り
、
古
来

の
日
本
人
の
生
活
規
範
や
価
値
観
を

崩
壊
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成

十
八
年
、
教
育
勅
語
の
精
神
を
ふ
ま

え
た
改
正
教
育
基
本
法
が
公
布
、
施

行
さ
れ
、
戦
後
教
育
か
ら
の
脱
却
が

図
ら
れ
る
枠
組
み
が
整
え
ら
れ
た
。

今
後
は
教
育
現
場
に
お
い
て
、
い
か

に
意
識
改
革
を
図
っ
て
い
く
か
が
重

要
で
あ
る
。
過
去
「
世
界
に
た
だ
一

つ
残
し
た
い
民
族
が
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
日
本
民
族
で
あ
る
」
と
評
価

さ
れ
た
日
本
人
を
育
成
し
て
い
く
の

は
神
職
で
あ
り
教
育
者
で
あ
る
全
教

神
協
会
員
全
員
が
日
本
の
伝
統
文
化

と
精
神
の
崇
高
さ
を
人
々
に
喚
起
さ

せ
、
日
本
人
と
し
て
の
心
を
養
う
べ

く
「
日
本
人
の
誇
り
と
心
を
育
て
る

教
育
を
行
な
う
こ
と
」
が
本
大
会
の

目
的
と
で
あ
る
と
思
う
。

八
月
四
日
（
木
）、
午
前
九
時
、

囲
碁
大
会
は
先
ず
高
野
英
夫
会
長
先

導
に
よ
り
、
神
殿
に
向
か
っ
て
の
拝

礼
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
県
内
の
各

神
社
か
ら
集
ま
っ
た
一
般
参
列
者
、

保
育
園
児
・
小
中
学
生
ま
で
神
殿
の

前
で
お
互
い
に
大
会
で
の
健
闘
を
誓

い
合
っ
た
。
神
社
庁
主
催
、
教
育
関

係
神
職
協
議
会
が
主
管
し
十
六
回
目

を
迎
え
る
囲
碁
大
会
は
神
社
庁
二
階

神
殿
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
青
少
年
の
部
…
保
育
所

の
子
供
た
ち
と
小
中
学
生
合
わ
せ
て

二
十
八
名
（
初
級
者
六
名
、
上
級
者

十
二
名
、
有
段
者
十
名
）、
一
般
の

部
は
県
内
八
支
部
よ
り
囲
碁
を
愛
好

す
る
氏
子
崇
敬
者
合
計
十
二
チ
ー
ム

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

中
学
生
が
選
抜
チ
ー
ム
と
し
て
大
人

達
と
の
一
般
の
部
に
エ
ン
ト
リ
ー
し

て
く
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
根
津
泰
昇
神

社
庁
長
か
ら
「
子
ど
も
達
に
は
夏
休

み
の
良
い
思
い
出
と
な
る
よ
う
頑
張

っ
て
欲
し
い
。
ま
た
、
神
社
と
は
何

を
す
る
所
な
の
か
な
ど
、
神
社
の
事

を
廻
り
の
大
人
の
氏
子
の
方
々
か
ら

学
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
、
一

般
の
囲
碁
愛
好
家
に
は
、
囲
碁
を
続

け
大
会
に
参
加
す
る
事
を
通
じ
て
日

頃
は
疎
遠
に
な
り
が
ち
な
県
内
神
社

の
氏
子
の
方
々
同
士
、
多
い
に
親
睦

を
深
め
て
い
っ
て
頂
き
た
い
。」
と

の
挨
拶
を
頂
い
た
。
こ
の
後
、
対
局

に
入
り
、
一
般
参
加
者
は
Ａ
ク
ラ

ス
・
Ｂ
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
団
体
戦

で
、
青
少
年
の
部
は
個
人
戦
に
て
対

戦
は
進
ん
で
き
ま
し
た
。

青
少
年
の
部
に
は
、
保
護
者
の

方
々
が
応
援
に
訪
れ
、
我
が
子
の
勝

ち
負
け
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
対
局

を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
優
勝
、
準

優
勝
、
三
位
に
は
賞
状
・
楯
が
授
与

さ
れ
る
が
、
入
賞
の
我
が
子
が
大
事

そ
う
に
抱
え
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
持
っ

た
晴
れ
姿
を
盛
ん
に
カ
メ
ラ
に
納
め

て
い
る
風
景
が
微
笑
ま
し
い
。

戦
い
終
え
て
、
閉
会
式
の
講
評
で

は
青
沼
審
判
長
か
ら
、「
今
年
は
中

学
生
も
一
般
の
部
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
喜
ん
で
い
る
。
中
学
生
の
参
加
が

皆
様
の
対
局
に
も
刺
激
に
な
れ
ば
嬉

し
く
思
い
ま
す
。」
と
の
お
話
し
が

あ
っ
た
。
来
年
も
中
学
生
の
参
加
が

多
い
に
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
十
六
回
、
一
般
の
部
入
賞
チ
ー
ム

と
青
少
年
の
部
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
の
部
（
Ａ
ク
ラ
ス
）

優
　
勝
　
古
宮
太
神
社
（
甲
州
市
勝
沼
町
）

準
優
勝
　
八
王
子
神
社
（
富
士
河
口
湖
町
）

第
三
位
　
白
髭
神
社
（
甲
州
市
塩
山
）

一
般
の
部
（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

優
　
勝
　
氷
川
神
社
（
甲
州
市
勝
沼
町
）

準
優
勝
　
中
学
生
選
抜
チ
ー
ム

第
三
位
　
浅
間
神
社
Ｂ
（
笛
吹
市
一
宮
町
）

青
少
年
の
部
（
有
段
者
）

優
　
勝
　
伊
藤
　
貴
大
（
北
新
小
）

準
優
勝
　
小
林
　
桂
月
（
長
坂
中
）

第
三
位
　
福
田
　
大
和
（
羽
黒
小
）

青
少
年
の
部
（
上
級
者
）

優
　
勝
　
渡
辺
　
拓
斗
（
甲
府
中
央
保
育
園
）

準
優
勝
　
大
柴
　
美
麗
（
山
梨
大
付
属
小
）

第
三
位
　
橋
本
　
和
歩
（
竜
王
小
）

青
少
年
の
部
（
初
心
者
）

優
　
勝
　
周
　
　
嘉
音
（
竜
王
大
生
園
）

準
優
勝
　
野
崎
　
　
杏
（
相
川
小
）

第
三
位
　
後
藤
　
希
美
（
吉
田
小
）

全
勝
者
（
Ａ
ク
ラ
ス
）

三
沢
　
　
隆
（
古
宮
太
神
社
）

渡
辺
　
勝
明
（
八
王
子
神
社
）

全
勝
者
（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

中
村
　
正
昭
（
浅
間
神
社
Ｂ
）

大
柴
　
智
親
（
中
学
生
選
抜
）

第
十
六
回
神
社
関
係
者

囲
碁
大
会
報
告

山
梨
県
教
育
関
係
神
職
協
議
会

事
務
局
長

小
佐
野
　
文
　
男
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平
成
二
十
八
年
八
月
六
日
・
七
日

に
山
梨
県
神
社
庁
設
立
七
十
周
年
を

記
念
し
た
事
業
で
あ
る
「
神
社
を
知

ろ
う
」
が
甲
府
駅
北
口
よ
っ
ち
ゃ
ば

れ
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

人
に
神
社
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
言

っ
た
趣
旨
の
事
業
で
あ
り
、
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
あ
え
て
事

業
で
は
無
く
イ
ベ
ン
ト
と
書
か
れ
告

知
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の
参

加
者
の
方
々
が
楽
し
み
な
が
ら
神
社

に
つ
い
て
、
日
本
の
文
化
に
つ
い
て

知
っ
て
頂
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
広
場
に
幾
つ
も
の
ブ
ー
ス

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
神
社
を
知
る

た
め
の
資
料
が
置
い
て
あ
る
所
や
国

旗
を
販
売
す
る
所
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
私
の
居
た
ブ
ー
ス
は
巫

女
、
神
職
体
験
と
い
う
所
で
巫
女
や

神
職
の
服
装
を
し
て
会
場
内
を
自
由

に
歩
く
事
が
出
来
る
と
い
う
内
容
の

ブ
ー
ス
で
し
た
。
老
若
男
女
問
わ
ず

多
く
の
参
加
が
あ
り
、
外
国
人
の
方

ま
で
も
体
験
し
た
い
と
来
て
下
さ
い

ま
し
た
。
体
験
さ
れ
た
方
は
皆
さ
ま

笑
顔
で
、
事
業
の
趣
旨
通
り
楽
し
み

な
が
ら
神
社
に
つ
い
て
日
本
の
文
化

に
つ
い
て
知
っ
て
頂
い
た
様
に
思
い

ま
す
。

今
回
の
事
業
に
は
お
子
様
連
れ
の

方
の
参
加
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
日
本
文
化
に
触
れ
た

子
供
や
そ
の
保
護
者
の
方
、
そ
れ
以

外
の
参
加
者
の
方
で
も
皆
さ
ま
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
参

加
さ
れ
た
方
々
が
今
回
の
事
業
を
き

っ
か
け
に
神
社
に
、
日
本
の
文
化
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

七
月
十
二
日
、
神
社
本
庁
に
於
い

て
全
国
女
子
神
職
協
議
会
教
養
研
修

会
に
続
き
、
翌
十
三
日
、
代
議
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。

平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
、
決
算
、

監
査
報
告
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。
平

成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
案
と
し

て
、
祭
式
、
禊
、
教
養
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
研
修
会
開
催
に
つ
い
て
、
日
本

の
産
育
習
俗
（
腹
帯
、
母
乳
、
育
児
、

躾
な
ど
）
の
伝
承
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
小
冊
子
『
腹
帯
い
ろ
は
』
配
布
、

機
関
誌
『
こ
こ
ろ
ば
』
発
行
、
未
加

入
単
位
会
へ
の
加
入
推
奨
、
友
好
団

体
と
の
提
携
と
協
力
等
提
案
さ
れ

た
。
又
、
事
業
に
伴
う
予
算
案
と
東

日
本
大
震
災
義
捐
金
を
基
に
設
け
ら

れ
た
災
害
見
舞
金
よ
り
、
今
度
の
熊

本
地
震
で
会
員
奉
職
の
被
災
神
社

に
、
被
災
の
程
度
に
応
じ
た
額
を
贈

る
事
が
可
決
さ
れ
た
。
続
い
て
役
員

改
選
で
、
中
島
建
乃
会
長
を
始
め
新

役
員
が
承
認
さ
れ
た
。

全
国
の
会
員
と
共
に
、
神
様
と
地

域
を
繋
ぐ
お
役
目
に
尚
一
層
努
力
し

て
参
り
た
い
と
思
う
。

七
月
十
二
日
、
神
社
本
庁
で
開
催

さ
れ
た
全
国
女
子
神
職
協
議
会
教
養

研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

最
初
の
ご
講
義
は
國
學
院
大
学
神

道
文
化
学
部
武
田
秀
章
先
生
、『
古

事
記
』
は
女
神
様
の
物
語
で
あ
る
と

身
振
り
を
交
え
て
情
熱
的
に
お
話
し

下
さ
い
ま
し
た
。
次
は
福
島
県
神
社

庁
長
、
福
島
稲
荷
神
社
宮
司
丹
治
正

博
先
生
、
東
日
本
大
震
災
の
甚
大
な

被
害
や
後
の
風
評
被
害
に
は
胸
が
痛

み
ま
し
た
。
し
か
し
丹
治
先
生
は
明

る
く
前
向
き
な
福
島
を
力
強
く
語
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。

最
後
は
上
賀
茂
神
社
宮
司
田
中
安

比
呂
先
生
、
上
賀
茂
神
社
の
由
緒
や

式
年
遷
宮
の
こ
と
、
斎
宮
様
の
こ
と

な
ど
映
像
か
ら
勅
祭
社
の
祭
祀
の
様

神
道
青
年
会
活
動
報
告

神
社
を
知
ろ
う
に
参
加
し
て

山
梨
県
神
道
青
年
会

会
員
　
相
　
田
　
卓
　
也

「
全
国
女
子
神
職
協
議
会

代
議
員
会
」
報
告

山
梨
県
女
子
神
職
会

会
長
　
津
　
金
　
八
千
代

「
全
国
女
子
神
職
協
議
会

教
養
研
修
」
に
参
加
し
て

酒
折
宮
　
権
禰
宜

飯
　
田
　
淳
　
美



子
が
う
か
が
え
て
、
と
て
も
興
味
深

い
も
の
で
し
た
。

参
加
者
約
百
五
十
名
の
皆
様
と
共

に
有
意
義
な
時
を
過
ご
せ
た
こ
と
を

感
謝
す
る
と
と
も
に
学
び
ま
し
た

数
々
を
今
後
の
神
明
奉
仕
に
活
か
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
し
た
宮
内

庁
楽
部
の
先
生
方
に
よ
る
、
神
社
庁

研
修
所
主
催
第
八
回
雅
楽
研
修
会
が

神
社
庁
で
、
九
月
八
日
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
穴
切
神
社
雅
楽
会
か
ら
は
、

八
名
が
参
加
致
し
ま
し
た
。

台
風
に
よ
る
悪
天
候
に
も
拘
わ
ら

ず
、
龍
笛
の
上
明
彦
先
生
、
篳
篥
の

池
邊
五
郎
先
生
、
鳳
笙
の
池
辺
光
彦

先
生
に
は
、
早
朝
よ
り
御
足
労
を
戴

き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

開
講
式
後
、
十
時
か
ら
三
時
ま
で

菅
別
指
導
、
そ
の
後
、
合
奏
と
な
り

五
時
半
ま
で
合
同
の
指
導
で
し
た
。

受
講
者
十
九
名
全
員
が
緊
張
感
の

中
、
先
生
方
の
一
挙
手
一
投
足
に
目

を
凝
ら
し
、
一
音
た
り
と
も
聞
き
漏

ら
す
ま
い
と
の
強
い
意
志
を
持
っ
て

望
ん
だ
講
習
で
し
た
。

持
ち
菅
が
龍
笛
の
私
は
、
上
先
生

の
正
面
の
席
で
御
指
導
を
戴
き
ま
し

た
。
笛
の
構
え
方
が
安
定
し
な
い
私

に
「
か
た
ち
も
大
事
で
す
よ
。」
と

ご
自
分
の
体
験
を
、
冗
談
を
混
じ
え

お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。
音
色
に
は

特
に
厳
し
く
「
音
は
性
格
が
出
る
ん

で
す
よ
。」
の
お
言
葉
に
、
改
め
て

自
身
の
音
の
悪
さ
の
原
因
を
思
い
知

り
ま
し
た
。
先
生
の
柔
か
く
伸
び
た

背
中
、
偉
ぶ
る
事
な
く
、
分
け
隔
て

の
な
い
御
指
導
に
、
全
て
に
渡
っ
て

「
か
た
ち
」
の
整
っ
た
お
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
楽
家
の
連
綿
と
続
く
歴
史

を
ふ
ま
え
て
「
か
た
ち
」
を
崩
す
事

な
く
、
そ
の
伝
統
を
今
に
継
承
し
続

け
る
尊
さ
の
片
鱗
に
触
れ
、
強
い
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
雅
楽
の
奥
深
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
共
に
、

し
み
じ
み
と
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。

私
共
一
般
の
者
に
も
門
戸
を
開
い

て
、
こ
の
様
な
機
会
を
お
与
え
下
さ

っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
日
の
教
え

を
心
の
財
産
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
修

練
を
積
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

修
了
証
を
手
に
、
受
講
者
全
員
が

充
実
感
に
包
ま
れ
た
研
修
会
で
し

た
。今

期
、
神
社
庁
野
球
部
で
は
、
執

行
部
（
総
監
督
、
監
督
、
助
監
督
、

主
将
、
青
年
会
長
、
事
務
局
）
の
連

携
を
密
に
し
、
多
く
の
神
職
が
野
球

に
参
加
し
、
楽
し
い
シ
ー
ズ
ン
と
な

る
よ
う
、
ま
ず
は
執
行
部
会
を
行
い
、

年
間
活
動
計
画
と
予
算
計
画
を
立
案

し
今
期
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

野
球
シ
ー
ズ
ン
は
六
月
下
旬
の
青
年

会
対
Ｏ
Ｂ
の
球
始
め
よ
り
ス
タ
ー

ト
、
練
習
は
月
二
回
に
限
定
、
七
月

下
旬
に
昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
長
野
県

神
社
庁
野
球
部
と
の
親
善
試
合
、
九

月
上
旬
に
神
社
本
庁
野
球
部
と
の
親

善
試
合
、
九
月
下
旬
に
今
期
の
総
決

算
に
あ
た
る
一
都
七
県
神
職
野
球
大

会
、
そ
し
て
十
月
上
旬
に
青
年
会
対

Ｏ
Ｂ
の
球
納
め
に
よ
り
シ
ー
ズ
ン
が

終
わ
り
ま
す
。
今
期
の
結
果
は
、
長

野
県
神
社
庁
野
球
部
親
善
試
合
で
は

七
対
二
で
負
け
、
神
社
本
庁
野
球
部

親
善
試
合
は
、
十
一
対
五
で
負
け
、

神
青
協
一
都
七
県
野
球
大
会
は
、
埼

玉
Ｂ
戦
十
五
対
六
で
負
け
、
群
馬
戦

六
対
五
で
負
け
、
栃
木
戦
九
対
〇
で

負
け
と
惨
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。

今
期
を
振
り
返
り
（
特
に
一
都
七

県
神
職
野
球
大
会
）、
他
県
は
平
均

年
令
が
低
く
、
部
員
の
殆
ど
が
青
年

会
員
で
あ
り
、
若
干
の
Ｏ
Ｂ
が
監
督

と
補
助
役
で
入
っ
て
い
る
体
制
で
、

山
梨
県
も
そ
ろ
そ
ろ
青
年
会
主
導
で

野
球
部
を
盛
り
た
て
る
組
織
改
革
が

必
要
と
感
じ
ま
し
た
。
下
手
で
も
未

経
験
で
も
青
年
会
が
野
球
部
の
主
体

と
な
り
、
足
り
な
い
部
分
を
Ｏ
Ｂ
が

補
填
す
る
組
織
改
革
を
今
後
進
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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山
梨
県
神
社
庁
野
球
部

活
動
報
告

監
督
　
稲
　
葉
　
政
　
信

「
雅
楽
研
修
会
」
報
告

穴
切
大
神
社
雅
楽
会
会
員

保
　
坂
　
京
　
子



事
終
了
し
た
こ
と
に
感
謝
し
、
皆
様

に
御
神
徳
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

九
月
二
十
一
日
前
夜
祭
、
二
十
二

日
例
大
祭
・
大
弐
学
問
祭
が
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
地
元

古
村
区
の
「
ふ
る
さ
と
祭
」
も
開
催

さ
れ
多
数
の
人
々
が
参
加
し
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

二
十
二
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
大
弐
仮
装
行
列
・
学
問
成
就

祈
願
・
神
輿
渡
御
・
み
ゆ
き
ソ
コ
ダ
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身
延
町
帯
金
八
幡
大
神
社
秋
の
例

大
祭
　
中
央
市
布
施
八
幡
穂
見
神

社
例
祭
　

身
延
町
八
日
市
場
八
幡
神
社
秋
祭

甲
府
市
愛
宕
神
社
例
大
祭

甲
府
市
国
母
船
形
神
社
秋
季
例
祭

（
例
祭
）

弓
削
神
社
例
祭
　
富
士
川
町
青
柳

諏
訪
神
社
秋
季
例
大
祭
・
御
幸
祭
　

下
吉
田
小
室
浅
間
神
社
室
宮
恵
比

寿
例
祭
（
〜
二
十
日
）

甲
府
市
高
畑
元
宮
住
吉
神
社
秋
季

例
大
祭

南
ア
ル
プ
ス
市
高
尾
穂
見
神
社
秋

季
例
大
祭
・
新
嘗
祭
（
〜
二
十
三

日
）

酒
折
宮
新
嘗
祭
　
玉
諸
神
社
新
嘗

祭
　
弓
削
神
社
新
嘗
祭
　
棡
原
軍

刀
利
神
社
新
嘗
祭
　
甲
府
市
宮
前

八
幡
神
社
新
嘗
祭
　
甲
府
恵
比
寿

神
社
え
び
す
講
例
大
祭
　
甲
州
市

勝
沼
古
宮
太
神
社
秋
季
大
祭
　
早

川
町
京
ヶ
島
八
幡
日
吉
神
社
秋
祭

南
ア
ル
プ
ス
市
上
今
諏
訪
諏
訪
神

社
新
嘗
祭
　
韮
崎
市
藤
井
町
当
麻

戸
神
社
新
嘗
祭
　
北
杜
市
高
根
町

熱
那
神
社
新
嘗
祭
　
富
士
吉
田
市

上
暮
地
神
明
社
新
嘗
祭
　
新
倉
富

士
浅
間
神
社
新
嘗
祭
　
大
月
市
葛

10
・
22

10
・
23

10
・
28

10
・
31

11
・
３

11
・
19

11
・
20

11
・
22

11
・
23

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

祭
　
典
　
日
　
程

祭
　
典
　
日
　
程 

祭
　
典
　
日
　
程 

イ
踊
り
等
の
催
し
も
の
が
行
な
わ

れ
、
商
工
会
を
中
心
に
露
店
も
多
数

出
店
、
お
祭
り
に
参
加
し
た
子
供
達

も
二
日
間
お
お
い
に
楽
し
ん
で
い
た

よ
う
で
し
た
。

甲
斐
市
が
生
ん
だ
江
戸
時
代
の
学

者
「
山
縣
大
弐
」
の
遺
徳
を
偲
び
、

後
世
に
功
績
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
大
弐
学
問
祭
は
開
催
さ
れ
本
年

三
十
一
回
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
よ
り
先
も
地
域
の
人
達

と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
神
社
の
護

持
・
発
展
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
多
数
の
方
の
協
力
に
よ
り
雨
天

に
も
か
か
わ
ら
ず
祭
典
が
盛
大
に
無

供
神
輿
発
輿
式
が
あ
る
。
若
宮
地
区

は
大
人
子
供
の
二
基
の
神
輿
に
加

え
、
賑
や
か
な
お
囃
子
と
山
車
も
渡

御
す
る
。
各
地
区
各
々
渡
御
と
な
る
。

提
灯
に
火
が
灯
る
頃
、
夜
神
楽
の

奉
納
が
始
ま
り
、
警
察
と
安
協
の
協

力
に
よ
り
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
歩

行
者
天
国
と
な
っ
た
車
道
に
、
百
余

の
露
店
が
並
び
神
社
ま
で
の
参
道
が

老
若
男
女
で
賑
わ
う
。
翌
日
は
三
社

中
に
よ
る
日
本
舞
踊
の
奉
納
が
有

り
、
こ
れ
を
以
て
神
振
行
事
は
全
て

終
わ
り
と
な
る
。

そ
れ
に
し
て
も
今
年
は
猛
暑
が
続

き
、
よ
く
無
事
乗
り
切
れ
た
も
の
だ

と
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
に
な
っ
た
。

本
年
七
月
三
十
・
三
十
一
日
と
両

日
に
亘
り
、
例
大
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

是
に
先
立
ち
、
五
月
よ
り
随
時
、
総

代
・
関
係
諸
団
体
代
表
者
三
十
七
名

の
出
席
の
元
、
祭
典
実
行
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
神
事
全
般
の
説
明
や
各

催
物
等
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
な
わ

れ
た
。
ま
た
、
協
賛
依
頼
、
警
備
本

部
設
置
、
申
請
手
続
等
細
部
に
つ
い

て
入
念
な
確
認
が
幾
度
と
な
く
為
さ

れ
た
。
七
月
初
旬
よ
り
、
当
社
神
楽

団
の
神
楽
と
氏
子
よ
り
選
ば
れ
た
童

女
に
よ
る
浦
安
の
舞
な
ど
各
奉
納
神

事
の
練
習
が
始
ま
る
。
例
祭
前
日
に

は
茅
の
輪
作
り
、
神
輿
組
立
て
、
児

童
書
画
展
示
、
手
作
り
灯
篭
や
提
灯

の
取
付
け
、
町
内
で
は
五
千
枚
に
及

ぶ
紙
垂
が
張
り
巡
ら
さ
れ
準
備
が
整

う
。当

日
早
旦
社
殿
を
整
え
、
定
刻
前

庭
に
て
参
列
者
一
同
手
水
、
修
祓
の

後
、
拝
殿
へ
参
進
し
着
座
。
太
鼓
を

合
図
に
式
は
粛
々
と
斎
行
さ
れ
、
息

の
合
っ
た
美
し
い
浦
安
の
舞
の
奉

納
、
茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事
と
地
域
の

安
寧
氏
子
の
無
病
息
災
が
祈
念
さ

れ
、
式
は
滞
り
無
く
執
り
納
め
ら
れ

た
。
祭
典
後
、
境
内
で
八
地
区
の
子

祭
典
を
斎
行
し
て

山
縣
神
社
例
大
祭
・

大
弐
学
問
祭

山
縣
神
社
　

宮
司

塚
　
川
　
宣
　
行

例
大
祭
を
斎
行
し
て

若
宮
八
幡
宮
　

宮
司

藤
　
原
　
武
　
男

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G

G
G



お
盆
を
過
ぎ
、
残
暑
が
残
る
と
思

い
き
や
秋
の
長
雨
が
続
く
九
月
五
日

に
「
第
十
回
記
念
峡
北
神
社
関
係
者

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
小
淵
沢
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

前
述
の
通
り
十
回
記
念
と
い
う
事

で
幅
広
く
募
集
し
た
と
こ
ろ
三
十
九

名
の
氏
子
、
崇
敬
者
、
関
係
者
に
ご

参
加
を
頂
い
た
。
森
越
支
部
長
、
中

田
欽
哉
峡
北
総
代
会
長
を
始
め
、
中

に
は
峡
南
支
部
か
ら
視
察
を
兼
ね

て
、
南
ア
ル
プ
ス
市
か
ら
、
甲
府
市

か
ら
、
神
社
協
力
会
社
か
ら
、
ま
た

山
梨
県
議
会
議
員
大
柴
邦
彦
氏
と
多

彩
な
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。

当
日
は
集
合
時
間
八
時
三
十
分
と

お
知
ら
せ
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
気

合
の
入
っ
た
方
は
七
時
過
ぎ
か
ら
到

着
し
練
習
を
し
て
い
た
。
心
配
さ
れ

た
天
候
も
曇
り
空
の
一
日
で
暑
く
も

な
く
寒
く
も
な
く
快
適
な
コ
ン
ペ
日

和
で
あ
っ
た
。
成
績
は
と
も
か
く
、

事
務
局
と
し
て
こ
の
よ
う
に
盛
大
に

記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
た
事
は
喜
ば

し
い
限
り
で
あ
る
。

流
れ
。
注
連
縄
、
紙
垂
の
意
味
、
折

り
方
②
お
祭
り
に
つ
い
て
―
例
祭
、

祈
年
祭
、
新
嘗
祭
な
ど
③
祭
典
の
式

次
第
―
準
備
か
ら
直
会
迄
と
、
神
饌

に
つ
い
て
④
太
陰
、
太
陽
暦
か
ら
新

暦
、
旧
暦
に
つ
い
て
ご
解
説
下
さ
い

ま
し
た
。
後
に
質
疑
応
答
で
は
共
通

し
た
神
社
の
抱
え
る
問
題
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

時
代
の
変
遷
と
共
に
、
神
社
を
取

り
巻
く
環
境
は
変
わ
り
、
今
迄
神
社

に
つ
い
て
知
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
無

く
、
具
体
的
な
説
明
な
ど
も
為
さ
れ

な
い
ま
ま
今
日
迄
来
て
し
ま
っ
た
事

を
反
省
し
、
神
様
と
宮
司
、
総
代
そ

れ
ぞ
れ
の
役
目
を
真
剣
に
取
り
組
ん

で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く

思
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

神
様
、
神
社
と
宮
司
、
氏
子
を
結

ぶ
総
代
の
方
々
に
対
す
る
夏
季
研
修

が
、
去
る
九
月
三
日
浅
間
神
社
参
集

殿
に
て
五
十
七
名
の
参
加
者
の
元
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
山
梨
県
神

社
庁
祭
式
講
師
、
美
和
神
社
宮
司
桃

井
一
祝
先
生
と
、
不
肖
私
、
山
梨
県

女
子
神
職
会
会
長
、
比
枝
神
社
宮
司

津
金
八
千
代
が
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

先
ず
、
日
本
国
民
が
「
宗
教
法
人

神
宮
」
の
総
氏
子
で
あ
る
事
の
認
識

を
し
て
頂
き
、
宗
教

法
人
と
し
て
の
構
成

を
図
に
表
わ
し
ま
し

た
。
そ
し
て
総
代
の

使
命
と
任
務
に
つ
い

て
は
、
神
様
、
神
社

と
宮
司
、
氏
子
を
結

ぶ
大
切
な
お
役
目
で

あ
る
事
を
理
解
し
て

頂
け
る
様
下
図
か
ら

お
話
し
致
し
ま
し

た
。続

い
て
桃
井
先
生

に
①
参
拝
の
作
法
の
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支

部

だ

よ
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支

部

だ

よ

り

 
東
八
代
支
部

野
御
嶽
神
社
新
嘗
祭
　
大
月
市
駒

橋
三
嶋
神
社
新
嘗
祭
　
　

韮
崎
市
若
宮
八
幡
宮
新
嘗
祭
　
富

士
吉
田
市
松
尾
神
社
新
嘗
祭
　
新

屋
山
神
社
新
嘗
祭
　
　
　

北
杜
市
小
淵
沢
北
野
天
神
社
新
嘗

祭韮
崎
市
武
田
八
幡
宮
新
嘗
祭

韮
崎
市
穴
山
町
諏
訪
神
社
新
嘗
祭
　

南
ア
ル
プ
ス
市
百
々
諏
訪
神
社
大

祓
式
　

南
ア
ル
プ
ス
市
百
々
諏
訪
神
社
歳

旦
祭
　
南
ア
ル
プ
ス
市
笠
屋
神
社

元
始
祭
　
南
ア
ル
プ
ス
市
下
宮
地

神
部
神
社
元
始
祭
　
韮
崎
市
藤
井

町
福
地
八
幡
神
社
歳
旦
祭
　
韮
崎

市
穴
山
町
諏
訪
神
社
新
年
祭
（
歳

旦
祭
）

北
杜
市
高
根
町
長
沢
船

形
神
社
歳
旦
祭
　
北
杜
市
小
淵
沢

北
野
天
神
社
元
旦
祭
　
北
杜
市
白

州
町
若
宮
八
幡
神
社
元
旦
祭
　
新

倉
富
士
浅
間
神
社
歳
旦
祭
　
船
津

八
王
子
神
社
歳
旦
祭
・
厄
祓
祭

船
津
筒
口
神
社
歳
旦
祭
・
厄
祓
祭
　

南
ア
ル
プ
ス
市
百
々
諏
訪
神
社
成

人
者
神
前
報
告
祭

下
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第175号山　梨　県　神　社　庁　報平成28年10月20日

「神殿例祭、神職初会」 

　神殿例祭並びに神職初会を下記の日程で斎行致

します。 

記 

○神殿例祭 

　　日　時　平成29年１月28日（木曜・赤口） 

　　場　所　山梨県神社庁神殿 

○神職初会 

　　日　時　平成29年１月28日（木曜・赤口） 

　　場　所　山梨県神社庁神殿 

「神殿新嘗祭」  

「神宮初まいり」  

　初穂を供え、今年一年の収穫の感謝と喜びを神々

に奉告する「新嘗祭」恒例による神事を下記によ

り斎行致しますのでご参列下さい。 

記 

１、日　時　平成28年11月21日豺 

　　　　　　午後１時30分 

２、場　所　山梨県神社庁神殿 

「新穀感謝祭」 

　我が国の御親神、心のふるさとと仰ぐ「お伊勢

様」。その限りない御神恩に感謝の真心を捧げ、「瑞

穂の国」と称えられた我が国柄への思いを新たに

する新穀感謝祭は、本年で六十二回を数えること

となりました。 

　本年も多くの皆様のご参列を得て、奉賛の喜び

を共に致したく存じます。 

記 

１、日　時　平成28年11月16日・17日 

　　　　　　　　　　　　　　　（一泊二日） 

２、神宮では御垣内にて特別参拝、神楽殿での御

　　神楽の奉奏が執り行われ、鳥居禮画伯の舞楽

　　絵画をモチーフとした「舞楽陶額」が参拝記

　　念として撤下されます。 

３、宿泊ホテル、行程、参加費は支部によって異

　　なります。支部役員・神社宮司にお尋ね下さい。 

　毎年恒例となりました神宮初まいりの旅を下記

の日程で行います。 

　多数の皆様にご参加いただきますようご案内申

し上げます。 

記 

１、日　時　平成29年１月18日貉～20日貊 

　　　　　　　　　　　　　　（二泊三日） 

２、参加費　決定次第、ご案内致します。 

今 後 の 予 定  


